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一・安堵した夜








　その夜は、雲間の月。薄い雲に隠れた月の光は、高層ビルのネオンに隠れてしまっていた。

　ホテルの五階から見下ろすと一階のロータリーに次々とタクシーが停まり、ホテルに人が吸い込まれていくのを見ながらため息が零れた。

　私たちに用意されたホテルの一室は、まるで恋人たちのためのスイートルーム。

　そのお相手とは背中を向け、興味のないそぶりをする。

　いや本当に互いに興味はないのかもしれない。

　沈黙の中、偶にお互いの嘆息は聞くが、会話はない。

「やっぱ新作のネクタイが良かったなあ」

　鏡の前でネクタイを何度も引っ張りながら苛々している彼を睨んだ。

　摘まんだネクタイをひらひら泳がせているが、そのネクタイもスーツも一流品で、簡単に購入できる物でもない。不服そうだが、普段の彼の服とは比べ物にならないほど上等な品だ。

「それ、お祖父様が貴方の就任祝いに用意した物でしょ」

「そのお祖父様とやらは遅刻らしいけどね」

「何、その言い方」

　誰のおかげで今日の日を迎えたと思っているの、と説教しそうになって必死に呑み込んだ。

　せっかく彼のお祝いの日に、気分を害するのはいけない。

　でも私が何を言っても、もう慣れっこだろうから平気だと思う。

　最近は嫌味のような返事がなく大人しくなった。聞こえないふりも、多くなったけど。

「じゃあ、俺、先に行くから」

「一緒に行くよ」

　まだ偶に取引先の方をスルーしたり名前を忘れたりするのだから、フォローしなくてはいけない。

「お前は必要ない」

　言い捨てるとそのまま部屋を出て行ってしまった。

　本日二回目のため息は、眺めていた窓を曇らせる。

　慣れないコンタクトに違和感が強くて目頭を押さえる。

　私はお前ではない。小鳥遊華菜美たかなしかなみだ。貴方の一つ年上の口約束の婚約者でしょ？

　いつから名前すらも呼ばず、冷たく扱われるようになったのか、どうでもいいから私も気にしていなかった。

　祖父には悪いけど、選択を間違えてしまった部分もあるかもしれない。私も祖父も。

　今、ホテルの一室から出て行った相手は、陣内陸じんないりく。一歳年下の一応私の口約束の婚約者だ。

　ご両親が亡くなったのが六歳ぐらいだったかな。両親が経営していた会社を彼の叔父が乗っ取り、冷遇していたのを祖父が激怒し、後見人になった。

　祖父が後見人になるもっともな理由をつけるために私を婚約者にしているとは言ったが、私も甘かった。婚約者なんて小学生になったばかりの私には理解できていなかったし、結婚する相手と言われれば少しは反応したかもしれない。感情がそこまで豊かではないせいで私が拒否していないと周囲も思ったのか、宙ぶらりんになった口約束は消えることなく今日まで来てしまった。

　夜泣きしてご両親を探す陸の様子を見て、同情してしまった部分も多い。会社にあった両親の私物全てを叔父が捨ててたとか、祖父が手を差し伸べてしまう理由も分かる。

　けれど祖父は先祖代々の土地を所有している権力者。陸のご両親が会社経営や財政難で悩んだときに相談したのがきっかけで、祖父も陸のご両親や会社のことを色々と気にかけていた。普段はどこにでもいる人当たりの良いおじいさんだと思うんだけど、昔困っている人たちに見返りを求めずに親切にしてきたらしく慕ってくれている人は多い。

　そんな祖父が会社の経営の相談に乗るうちに出資し監査役として彼の後見人になって二十年。

　ご両親が亡くなったときに保険金の使い込みや親戚の横領が発覚したりと、会社の方は大変だったらしい。

　陣内電業株式会社は名前は大きく電業と名乗ってはいるが、主に発電所の建設や補修工事や、各種電気設備、光通信設備の管理や補修工事など取引先から下請けする仕事が多く、親戚同士で食いつぶし、いつ倒産するかも分からない不安定な会社は仕事が減少していっていた。

　それを祖父が知り合いから仕事をもらい、各部署にそれぞれ親戚ではない監査役を設置することで古い風習を排除し、改革したことで事業は安定し出した。

　それは陸も私も物心つく頃の話で、私たちが中学、高校に上がるときにはそんな苦労も感じられない立派な会社に見えていた。

　ただその頃から、祖父の人脈や権力の上に胡座をかく形で、彼が傲慢な態度になってきたのが気になった。

　会社に就職してからは社長のように振る舞い、取引先との約束を守らなかったり、名前を間違えたり。会食中にプライベートの電話で長く席を立ったり、愛想よくとは言わないが、上から目線の発言も増えた。注意したりアドバイスをしてきたけど、効果はなかった。

　彼は自分一人でこの会社を守ってきたと思っているように見える。酷い自惚れだ。

　陸は母親が元モデルだったらしく、可愛く整った顔をしており、母性本能をくすぐるような甘い笑顔を見せる。そのためか、あんな傲慢な振る舞いをしていても女性社員からの不満はあまり聞こえてこないんだよね。

　私は別に顔で人を判断するつもりはないし、陸の顔面に興味がない。

　ただ今日、祖父が監査役を引退し、彼が正式に会社の社長に就任する。

　祖父から、そのときに正式に婚約していることを発表して、彼の地盤を整えてあげてはどうかと言われた。祖父も薄々自分の言動が彼を甘やかしていることに気付き、彼の傲慢な態度を問題視し始めたのだと思う。

　尊敬する祖父の力になりたかったので、大学卒業後すぐ陸の会社に入社し、秘書として彼を支えてきた。私との関係をなあなあにしていたら、祖父を慕っている人たちからも不信感をもたれてしまうかもだしね。

　ただ私が彼を好きかと言われたら、分からない。

　夜泣きしながらご両親を探す子どもの頃の彼の姿が脳裏を横切り、我が儘な言動をしても切り捨てられず面倒見てきた、が正直な感想だ。

　うちの両親も婚約について最初は反対していたけど、彼が見目麗しく育ち、祖父や両親に甘えてくるのに悪い気はしていなかった。

　私も、祖父に婚約者だと言われ、他の人と恋愛するのも後ろめたいし、陸曰く「愛想がない」「冷たそう」「可愛げがない」らしい私は、学生時代は女子校だったこともあり、好きな人さえできなかった。

　祖父には誰か本当に好きな人ができれば、婚約は破棄していいとは言っていたけど、それまでは陸のために婚約者として隣で支えてあげてくれと頭を下げられた。

　だが今日まで特に相手も現れず、仕事一筋で生きてきたので、正式に婚約者となることになったのだ。

　自分で他の相手を決めることもせず、婚約が嫌だとも言わずこの日を迎えたにもかかわらず、このため息はなんなんだろう。

　今も先に出ていった陸が墓穴を掘らないようにフォローしないと、と部屋から出た癖に、ため息が零れている。

　窓に映る私の顔は、人形のように無表情で冷たい。

　祖父が用意してくれた高級ブランドのドレスも、ドレスに合わせて整えた髪も、少しでもイメージを柔らかくしたいがためにコンタクトにした見た目も、どこもかしこも違和感しかない。派手な色が好きではない私は自分では買わないようなワインレッドのロングドレスに真っ赤な薔薇の生花で飾られ結い上げた髪。コンタクトにしてもきつく鋭い瞳は和らいでいないようで不安ではある。

　今日のために作り上げた偽物の私は、一ミリも幸せそうには見えなかったのだから、他人から見ても気を使わせてしまいそうで億劫だ。




　会場に入ってすぐ、こちらに走り寄ってくる人物に気付いて、更に気が重くなる。

「いたー！　小鳥遊せんぱーい」

　白いストールがふわりと舞うと、甘い香水の香りが辺りに漂った。

　総レースのピンク色のスカートを揺らしながら、携帯を片手に現れたのは、会社の後輩である佐伯莉美さえきりみだった。

「気合いが入っているわね」

　っと。可愛くない発言。似合ってるねと言うつもりが、なんでそんな棘がある言い方になったのか内心慌ててしまう。

　けれど表情に出ないので気付かれないのかな。

「小鳥遊先輩も赤いタイトなロングドレス似合ってますよ。先輩って毒々しいぐらい濃い赤いが似合います。あ、ワインレッドって言うのかな、これ」

　ハーフアップにセットされた髪を触りながら、笑われた。これには嫌味が混ざっている気がする。

　佐伯は、うちの会社で男性人気一番の新入社員だ。ＳＮＳで美容系の動画や写真を公開しているらしく数万のフォロワーを持つ有名人らしい。バイトで入った当初はコピー機さえ使い方が分かっていなかったが、愛嬌があり年上に甘えるのが上手で、入社からまもなく、正社員として雇用された。

　美人で華奢で色白で、私とは反対に表情豊かで華やかだ。

　ただ無断欠勤が多く電話対応や書類の入力ミスや、一時期は既婚者を誘惑していると噂があり厳重注意したり仕事方面では大問題児だ。解雇も考えられたけれど、陸が私に教育係を押し付けることで、彼女を助けてあげたようだ。

　様々な部署で問題を起こしながらも、解雇を免れた彼女は一番厳しく仕事量も多い秘書課にやってきた。解雇直前で教育係となった私が匙を投げればきっともう彼女は居場所がない。最後の砦のはずだが、彼女は昨日も熱があると欠席しながらＳＮＳにはクルージングディナーの写真を上げていた。

　私の注意も、小言がうるさい先生ぐらいに思ってそうで暖簾に腕通し状態。男性社員から人気はあるが女性社員からは評判が悪い。陸とは似たもの同士だ。

「ね、写真撮りましょうよ」

「嫌よ。貴方のＳＮＳに載せるでしょ」

「小鳥遊先輩の顔は隠しますってば。私、女子社員から無視されて苛められてるんですぅ」

　貴方の態度が悪いからでしょ、と何度言ったか分からない。

　女子社員から頼まれた仕事は後回し、自分にちやほやする男性社員に愛想を振りまく。露骨すぎて逆に女子社員に嫌われたいのかと思ってしまう。

「シンデレラってやつですかねぇ。私は一般家庭で育ってますし奨学金で大学行きましたし。小鳥遊さんみたいな成金ご令嬢は良いですよねえ。苦労なく今のポジションでさ。生まれたときから勝ち組は一般市民の努力を知らないから嫌になっちゃう」

　ポジションって何。

　成金ご令嬢ってどうなの。祖父は確かに不動産王かもしれないけど、父は普通のサラリーマンだし母も贅沢はしない。ブランドバックを欲しがったことはないし普段も身に付けていない。ただ、こんな就任式や誕生日などは、祖父が恥ずかしくないようにフォーマルな洋服や装飾品は贈ってくれるけど、普段は私も一般的だと思う。

　さきほどまで先輩と呼んでいたのに、急にさん付けに代わった理由も不明で、少し不気味だ。

「私は自分で奨学金返したし、生まれ持った美貌で王子さまに見つけてもらえたから良いけど。小鳥遊さんには一生分からない話ですよ。生まれ持ったステータスが違うんですもの」

　彼女との会話は微妙にすれ違うので、ちょっと疲れてしまう。少しでも意見をすれば、その百倍の持論を語られそうだ。今はもう陸との婚約発表のことで頭が疲れてしまっている。会話するのも億劫だ。

　彼女の苦労話か自慢話か分からない話を聞きながら改めて会場全体を見渡す。

　陸の姿を探すが会場の来賓テーブル付近には見当たらない。

　会場の後ろに並んでいるビュッフェののテーブル周りでは、既に集まった人達が談笑をしているようで、そちらへ向かった。

　今日は祖父が彼に様々な人脈を築いてもらおうと百人近くを招待している。それと社員や取引先も併せて二百人近くの人が会場に集まっている。

　佐伯さんみたいに注目を浴びる美人と隣を歩くのも嫌だけれど、祖父のご友人たちと談笑するには、先に陸を紹介しないといけない。

　彼のいないところで取引先と仲良くしている様子を見られたら、私の方が顔が広いと陸の社長としての尊厳に関わってしまうかもしれないからだ。

　だから先に陸の隣へ向かってから挨拶回りをしようと、彼を探す。

　するととっくにもう傲慢な態度で、馴染みのある取引先と談笑している。

　立食パーティーの中、グラスを持って会談中。

　陸が会話している相手は、昔からの取引先。失礼をしないか隣で監視しなくても、陸がどんな性格か分かってくれる人だからまだ安心だ。

　一応フォロー入れられる距離まで近づいて待機だけはしておく。

「ピンクゴールドシャンパンだって。私のドレスの色に合って可愛い」

　佐伯さんはそう言って、いつの間にか受け取っていたシャンパングラスを自身の顔に近づけ、にこりと微笑む。

「アルコールはほどほどにね」

「あ、飲まないです。写真撮ったら戻しますよ」

　一度触った物を戻すのもどうかと頭を抑えてしまった。この子に一から注意すればキリがない。女子社員から給湯室で化粧を直すのを注意して欲しいとクレームが殺到したときに、私から注意したらわざわざ一階の受付前の休憩場所で号泣されたからね。泣かれないように注意するのは難しい。

　彼女は言葉通り、シャンパンの写真を撮った後は一口も付けず、そのままウェイターへと戻す。それで満足かと思いきや、どうせ全て食べないだろうに、ビュッフェスタイルで並べられた食事を映えるようにお皿へと盛りつけていく。

　それでも会社での様子とは違って、誰にも迷惑をかけていない分、気は楽だ。

「華菜美さん。お久しぶりだね」

「あら、吉永さん。祖父がお世話になってます」

　始めに声をかけて下さったのは声をかけて下さったのは、祖父と三十年の友人でバイク屋を何軒か経営している吉永さんで、小さな頃からお世話になっている方だ。

「すみません。祖父が遅れてしまって」

「はは。聞いてるよ。彼も元気だからね」

「吉永さんはお変わりなさそうで。お若いですよ」

　何年見ても歳を取った感じが伺えない。

「この前、ツーリングに隣の県まで行ってね」

「あ、あのお土産のケーキを贈って下さったときですね。社長の陣内と一緒に美味しく頂きました。社長」

　陸に声をかけると面倒くさそうな視線を向けられた。

　だが今後陸が会社を経営していく上で、大切にしなければいけない相手の一人だ。

　吉永さんはこの会社が経営難のときに部品の取引をして下さったし、顔が広く豪快ながら面倒見のいい人だ。

　吉永さんの声は良く通るので、それに気付いた祖父の関係者達が集まってくる。

　面倒くさそうに歩いてきていた陸に、佐伯さんが駆け寄って隣で寄り添うように並んだ。

「陸さん。就任おめでとうございます。陸社長って呼んで良いですか」

　甘いおねだり声の佐伯さんに、陸も気取ったように「ああ」と了承するのを目撃してしまった。

　自分の会社の社長を下の名前で親しげに呼ぶとは。

　祖父はいないが、関係者の前でどう映るか不安になる。

「あの、佐伯さん」

「ああ、莉美。こっちに来て」

　制しようとした私に陸は一度だけ視線を向けたが、すぐに彼女の方へと戻した。

　そして腰を自分の側に引き寄せると、私の横を通り過ぎた。

　わざと見せつけるかのように、私と視線を合わせず、彼女の腰を大事そうに抱きながら通り過ぎるその一瞬に、悪意を感じる。

　ふふっと小馬鹿にしたような佐伯さんの声と鼻につく香水の残り香に固まった。

「お世話になっております。吉永さん」

　私を押しのけるように彼女と共に吉永さんへ挨拶に来た。

「──ああ。えーっと華菜美さん、どなたでしたっけ」

「えっ」

　いつも豪快で気さくな吉永さんの声が低くなったので、思わず固まった。

　祖父の友人達は私と陸が口約束とはいえ婚約しているのを知っている。

　それなのに吉永さんは陸のことを知らないと言い、鋭い視線を向けている。その眼差しは佐伯を引き寄せた手に冷たく向けられていた。

　婚約者がいるという状況なのに、他の女性の腰を抱いていることを咎めるように、残された私を気遣うために威嚇しているのだろう。

「陣内陸ですよ。この度、社長に就任しまして祖父が彼にならば会社を任せられると監査役まで辞任しまして」

　祖父に自ら監査役はいらない、一人前だと社長に就任させろと毎日連絡して、そこまで言うのであればと祖父が折れた感じだ。

　まだ祖父は、落ち着きがない彼を心配していたのだけどね。

「そうか。別に興味はない。君の祖父がどうしても今日は来て欲しいと言うので来ただけなんだが」

「吉永さんっ」

　私に視線を送り陸には一切話しかけない。

　一応は今日の主役である彼を立てないといけないのに、分かりやすく私にしか話しかけない。

　私にとっては小さな頃から可愛がっていただいてるおじさんだけど、陸にはどうだろうか。

　吉永さんの様子に気付いた昔馴染みの関係者たちが、私たちの様子を伺っているのが分かる。

　ここで吉永さんとトラブっても、祖父は飛行機が飛べないアクシデントのために空港に足止めされている。今日は助けになってくれない可能性の方が大きい。

　気遣うように彼を見るが、彼は何故か鼻息荒く誇らしげに声を張り上げた。

「今日、皆様にお集まりいただいたのは、社長就任に伴い、自分を支えてくれる伴侶の紹介をしたくてお呼びしたんですよ」

　く、空気を読んで欲しい。

　微妙に言い回しもおかしい気がするし、頭が痛くなる。

　この状態で注目が集まるとどうしていいか分からない。

「莉美、こちらへ」

　──えっ

　陸は注目を浴びながらも悠々と人をかき分け、佐伯さんの腰に手を当てたままステージへと向かう。

「そんな、恥ずかしいです」

　ステージに上がるのを遠慮しながら、佐伯さんは私の方へ勝ち誇った笑みを向けてきた。

「それに、小鳥遊さんが怖いですから」

「ふん。華菜美は関係ない。俺に必要な相手は、君だからな」

　何を言っているのか分からず、呆然としていると、私の方へ視線が集まった。

　祖父の知り合いは私を心配げに見つめ、社員は様子を伺うように此方を見ている。

　私も内心、理解が追いつかず焦っているのだけれど、きっと誰も気付かないと思う。

　表情が変わらずお人形みたいな鉄仮面に、今だけは感謝だ。

「どういうことでしょうか、社長」

　ステージの真下で、佐伯さんの肩を抱き寄り添っている陸の表情は、私の前で見せる表情とは大違いだ。

　彼女へ向ける熱い眼差しを見て、急に体中の体温が低下していく。

　いや、これは安堵に近い。肩の荷が下りたような、ホッとした気持ちに身体が包まれた。

「陸さん。頑張って下さい。陸さんが諦めたら、この会社は全部奪われちゃいますよ」

「ああ。任せてくれ」

　佐伯さんに手を握られ、陸は鼻息荒く、回りに聞こえるような大声で私に話し出した。

「俺は君の祖父である蘆名雄蔵あしなゆうぞう
の操り人形ではない。会社は今後、俺が社長として自分の力で経営していく」

　頭が痛い。

　どうして中身のない大見得を、取引先が大勢いるこの場で言うのか、理解に苦しむ。

「貴方は、今まで自分一人の力で会社を守っていたとでも言うの？」

「いいや。蘆名監査役に操られ、実権をほぼ奪われ危うく乗っ取られるところだった。手を差し伸べ、一緒に乗り越えてくれる莉美がいなければ、一生操り人形で終わっていたな」

「陸さんっ。嬉しい」

　潤んだ瞳で見上げる佐伯さんは、まるで少女漫画のヒロインのように輝いていて眩しい。

　陸もいつも不満そうな不機嫌そうな顔と違い、彼女の前だからか余裕の表情を浮かべている。

「莉美だけは、陸さんの味方ですよ。傀儡にならないように頑張って下さい」

「ああ。君のおかげで目を覚ますことができたよ」

　彼女の悪知恵なんだろうなとすぐに分かった。

　彼女はどこか陸の母親に似ている。

「蘆名監査役に感謝することもあるが、制限されていたことも多い。そのうちの一つ、生涯の伴侶は自分で見つけたので口約束の婚約は破棄したい」

　陸の言葉に会場がざわつくのが分かった。

　私は彼の言葉が終わるのをただ待つのみ。

　この後の処理を考えると頭痛がする。

「俺は運命の相手に出会った。佐伯莉美。彼女を生涯の伴侶として結婚したいと思っている」

　演説のように芝居掛かった口調の後、彼は私を冷ややかな目で睨み付けてきた。

　ここで私が反論なんてしてしまえば、祖父の人脈で繋がっている人達が一斉に彼を攻撃するだろう。陸がなぜこんなことを言い出したのか、それが分かるまで私は口を噤むことにした。

「お前にはがっかりした。入社して右も左も分からない新人である莉美をいじめていたそうだな」

「いじめ？」

　思わず吹き出してしまって、慌てて口を押さえた。

　そんな子どもみたいな言葉が出てくるとは思わず、油断してしまった。

「とぼけるな。残業する量の仕事を押し付け、お前は退勤。嫌味を言っては彼女を泣かせ、傷つけ、嫌がらせばかり。彼女の相談を聞くうちに、お前に本当に人の心があるのか腸が煮えくりかえりそうになった」

　陸の後ろに隠れて震えている佐伯さんを見て、全てを理解した。

　そう言えば、私を探していた彼女は自分のことをシンデレラと言っていた。

　会社の社長である陸に選ばれた彼女は、きっと物語のヒロインでありシンデレラなのだろう。

「全く身に覚えがないので否定させていただきます。問題児だった彼女を解雇せず、教育係を押し付けたのは社長自身ですよね」

　そこだけは自分の名誉にかけて否定させてもらう。でも陸にはもう私の言葉は届いていない様子だった。

「お前が蘆名の権力を使って彼女をいじめると分かっていたら頼まなかった。今は悔やんでいる」

　陸に抱き締められている佐伯さんは、ここにいる関係者にはいじめられている可哀そうな女性に見えているのかな。

　わざわざ私の呼び方を変えて、私が婚約破棄せれる未来を匂わせて笑っていた彼女を、彼は知らないんだ。

　私が彼女をいじめた悪役としか、彼には映っていない。

「お前の言動で傷ついた彼女は俺が癒やす。お前も今日限りでクビで構わないが、今までの功績から次の仕事先が決まるまでは置いてやる」

「そうですね。仕事の引継ぎもなく追い出されれば、私ではなく会社が困ります」

　私の発言に、傍観していた社員が何人も大きく頷いていた。

　そもそも私を会社から追い出して、佐伯さんが彼を支えられるのかは難しい。

　愛情面では支えられても、経営面はもっと安心する人を雇った方が良い。

　このまま明日からずっと使っていなかった有給を消化していくとなれば、どちらにせよ陸の世話をしてくれる秘書はいないかな。

　二人の心配よりも有給消化と部下への引継ぎを計算していると、陸の舌打ちが聞えた。

「お前は俺が社長は無理だと言うのか」

「いえ。頑張って下さい。私の意見はもう必要ないでしょ」

　話の通じなさにため息が出そう。でももうこのため息もする必要もなくなる。

　目の前の陸は、佐伯さんを選んだ。

　明日からの会社がどうなるか分からないが、クビを宣告されている。

　つまり私はもう陸のことも会社のフォローもしなくていいってことなんだ。

　その開放感に胸が震えていることに驚いた。

　そして陸の顔を見ても、悲しいとか辛いとか何も負の感情が芽生えていない。

　私の中で陸の側にいたのは、義務とか同情に近かったんだと思うと、これで本当に良かったのだと分かる。

　行動を起こしてくれた陸のおかげで気付けた。

　後のことはこの状況を上手く終結させてお開きしてから、考えることにすれば良い。

　どう切り抜けようか、指先で顎を触りながら考えていると、私の横にふっと陰が重なってきた。

「話はもう終わりで良いのかな」

「……樫屋さん」

　私の横に現れたのは、今日の招待客の一人である樫屋恵士さん。

　私の顔を覗き込み、少しだけ安堵したように微笑むと陸の方を睨む。

　デザイナーズマンションなど若者向けのマンションを経営している不動産投資会社の社長だ。

　マンションの電気を引くときにうちを指名してくれている大型の取引先の社長だ。

　二十九歳にして人気のデザイナーズマンションをいくつも経営しているので経済誌や若者向けのファッション誌に載ったこともある。

　顔立ちは、誰もが息を呑むほどに整っている。陸は母性を擽る甘い顔立ちだけれど、樫屋さんは野性的というか、スーツを着ていても分かるほどがっしりした筋肉質な体型で、愛想もよく爽やかで彫りが深く目鼻立ちの整った美男だ。吸い込まれそうな鋭い瞳は、陸とは違っていつも柔らかい雰囲気で、上品に微笑む姿は大人の魅力を感じる。

　若いながらも、祖父と不動産業について対等に話せるほど立派な人で、こんな状況を見せてしまい申し訳なく思う。

「すみません。招待したにもかかわらず」

「いいよ。それより、もう婚約破棄の件は終わりでいいかな？　君は陣内社長の婚約者ではないんだね？」

　念を押すように聞かれたので、不思議と小首を傾げてしまったが頷いた。

「はい。元々口約束だったものでしたし」

「じゃあ、君を口説いて良いんだね？」

　ん？

　何を言っているのか一瞬理解できず、フリーズしてしまったが、樫屋さんは楽しそうに吹き出した。

「正式に華菜美さんを口説いて、プロポーズして構わないのかなって」

「……えっ」

　思わず突拍子もない声が漏れて慌てて手で口を押さえた。

　その瞬間、会場中に黄色い声が歓声のように響きだした。

　甘い。歯の浮いた台詞にどう返事するのが正解なのか私には分からない。

　先ほどの陸の宣言よりも樫屋さんの発言の方が注目を浴びてしまっている。

「もう会社のことで悩まなくて良いんだし、攫っちゃおうかな」

　右手を差し出されたので、咄嗟に私も手を伸ばしてしまう。

「華菜美、どう言うつもりだ！」

　振り返ると怒鳴り散らす余裕のない陸と私を睨む佐伯さんが、つかみかかってきそうな勢いで駆け寄ってくる。

　二人から私を守るかのように背に隠してくれた樫屋さんは、笑顔だったけど目が笑っていなかった。

「婚約者でもない君に関係ないでしょ」

　どんな顔で話しているのか私からは見えないけど、凍り付く陸と佐伯さんの様子だけは見えた。

　これ以上ここで揉めても仕方ないので彼の発言は尤もだ。

　なるほど。祖父が陸のフォローをしていたのを彼も知っている。反感を収めるためにこういった突飛な行動を取り注目を集めてくれて、気を使って損な役回りをしてくれているんだ。

　少し驚いたけれど、ここまで頭の回転が速く私にまで気遣ってくれる彼は素敵な人だと素直に思う。

「……優しいんですね」

　思わず零れ出た本音に、自分でも驚きつつも彼のスーツの裾を掴んでしまった。

　映画のワンシーンを見せられたような不思議な感覚に、空気が和らいでいく。

　私の言葉に、彼はこちらへ振り向く。

「優しい、か。俺は本気なんだけどね」

　呆然としている陸と佐伯さんは、もう私の視界には入ってこない。

「もうパーティーは終わりだよ。抜けだそう」

　ふわふわした不思議な感覚に、私は素直に頷く。

「華菜美!!」

　陸の私を呼ぶ声に、焦りと苛立ちが感じられる。

　今日はよく私の名前を呼ぶね。

　全く呼んだことなかったのに。

　そう思うと、振り返る気にもなれない。

　彼のスーツを掴んでいた手を握られ、視線が集まる中、私と樫屋さんは会場を後にした。







二・艶夜あでよにほのめく








　最初は小さく笑った。吐息のように小さく。

　けれどいつの間にか私は、声を出して笑っていた。

　ホテルを出て、ロータリーの真ん中にある噴水前で立ち止まってお腹を押さえて笑っていた。

「ふふ。いっつも偉そうな陸の顔が、貴方が来た瞬間、鳩が豆を喰らうって奴？　あはは。面白かった」

　私が何を言っても舌打ちしたり無視したり、言い返してきたり傲慢な態度が多かった陸が、私を攫った樫屋さんを見て呆然としていた。

　笑いすぎて噴水の前で動けない私に、樫屋さんが頭を撫でて、顔を覗き込んできた。

　優しく微笑んで、私を労うように頭を撫でるので、また笑ってしまう。

　吸い込まれそうな魅力的なアーモンド型の印象的な瞳。ブラウン色の瞳に、私が映っている。綺麗な瞳だ。

「良かった。君があの場で傷つけられたり笑いものにされたら、許せなかった」

「……ありがとうございます」

　ぴんと張り詰めたピアノ線みたい。

　私はあの会場から抜け出せて楽しかったけれど、彼は本気で私を心配して、連れ出してくれたのが分かる。

「数回、お仕事でご一緒しただけなのに私のことを気にかけて下さりありがとうございました」

　祖父の知り合いはずっと年上の方が多かったので、彼みたいに同年代の人は印象的だったな。

　陸みたいに親族経営の会社の跡を継ぐのと違って、彼は大学時代に自分で起業して自分の力で祖父と対等に仕事をしている。

　同世代のはずがずっと大人に見えて、彼がいるときはずっと緊張していた。

　けど今日は、私をあの場から連れ出してくれたスーパーヒーローだ。

「うーん。なんだろうな。今日、君と陣内くんの婚約発表があるかもしれないと聞いて、衝動的に飛び出してきたんだ。なぜかな」

「なぜですか」

「君が良い子すぎて、お人形みたいだったから、と言ったら怒る？」

　お人形。

　彼が言い放った言葉と同時に、ホテルのスタッフが彼の車を目の前まで運んできてくれた。

　スタッフにお礼を言う樫屋さんを見ながら、ドレス姿の自分を噴水で一瞥した。

　お人形か。でも今の自分は楽しそうに表情が和らいでいる。

　祖父と一緒に、陸を甘やかして、陸派と陸の叔父派で対立していた会社に入社して基盤を築いたり、祖父の後ろ盾を使って社長秘書の地位まで昇進したり、私の今日までの行動は彼の保護者だったな。

　我が儘で傲慢で、それでも誰よりも傷ついていた陸を、必死で守ってしまったんだろう。守りすぎて、恋愛感情なんて芽生えなかったんだ。

「確かにお人形だったかもしれないです。彼の尻拭いするには、完璧で隙を作るわけにはいかなかったから」

　お子ちゃまだった。会社の中は敵だらけで人に甘えるのも下手。

　でも彼が私も祖父もいらないで、自分で一歩踏み出したいと私を追い出すならば、もう私は保護者としての役割は終わり。

「でも今日は、樫屋さんのおかげで楽しいです。悪いことしてるみたい」

　祖父が決めたレールから外れて、会場を放り出し噴水の前で笑っている。

　誰の言いつけも、口約束の柵も捨てて、会社のことも陸の立場も考えずに思いっきり笑っている。

　悪いことをして笑っている自分が、嫌いじゃない。

「そう。俺は君が傷つかないならそれでいいよ。それに」

　助手席のドアを開けながら、彼は笑う。

「本当に悪いことしてみる？」

　意味ありげに交わす視線は熱くて、恋愛経験も恋の駆け引きも知らない私でさえ分かる。

　どうして私なの、なんてつまらない言葉を吐くより先に彼に手を伸ばした。

「楽しそうだわ」

　彼にエスコートされ助手席に乗り込んだ。

　それだけで、身体が甘く震えていた。





　＊＊＊






　どこか冷めた自分がいつも自分を見ていた。

　家族以上の感情が芽生えない陸の隣で、感情が冷えていくのが分かっていた。

　ここで私が陸を見放せば、回りに反対されて彼を引き取った祖父が大変だろうなと。

　私は本当に顔に表情が乗らなくて、喜怒哀楽が乏しいのかもしれない。

　それとも私に感情が必要なかったからかな。

　おまけに学生時代は勉強が苦にならず、成績トップで新入生挨拶を任せられたり、生徒会に推薦されたりと本当に生真面目で、優秀だが可愛げのない学生だったと思う。

　そんな私を両手を広げて可愛いと抱き締めてくれる祖父は好きだったし、助けになりたかったな。

　大好きな祖父のために、陸の口約束の婚約者を拒否せず今日まで行動に起こせなかった。

　大学でも会社に入社しても、恋愛なんて私に一生縁がないと分かっていても、陸を見るとため息を吐いてしまっていた。

　私は周りの状況を察して空気を読み過ぎたというか、自分で自分を縛っていて、身動きができなかった。

　でも、私と同じように陸だって拒否できる環境ではなかった。私が早くに嫌だと言っていれば、あそこまでの騒ぎを起こすことにもならなかったかもしれない。

　それができなかったのは、祖父のため、彼のため、そして自分の保身のためかな。

　私は飲み込もとしていたけれど、陸は逃れられない現実に苦しんだのかもしれない。

　そんな彼からすれば、私は周りの大人同様加害者に見えたのだろう。

　今なら彼の気持ちが少しだけ分かる。

　理性を捨てて感情で動く今は、楽しい。

　最高に自分を楽しんでいる気がした。

　天蓋付きのベッドは、紫色のレース。

　窓から見える景色は、すぐにカーテンで隠した。先ほどのホテルよりも格が違うスイートルームに、甘い香りが立ちこめている。

　お姫様みたいなベッドの前で、彼が時計を外す。

　小さく音を鳴らしてサイドテーブルに置かれた時計。その横に、私も小さな鞄を置いた。コンタクトケースと携帯しか入っていない小さな鞄。

　ネクタイを外す、骨張った大きな手を見ていると、彼は私を見た。

「逃げてもいいよ」

　絹擦れの音と共にネクタイが床に放り投げる。

　薄暗い部屋の中、彼の表情は見えないが声はとびきりに甘く優しい。

「捕まえるから」

　どうして私、なの。

　一瞬、現実に戻りかけた言葉を呑み込む。

「なんか、やっぱ、貴方を利用しているみたいで──んっ」

　最後まで言う終わる前に、口付けをされた。

　少し顔を傾げ、私の目を見ながら、唇を離すともう一度唇に触れてきた。

「んぅっ」

　乾いていた唇がしっとりと濡れてきて、彼の匂いが私の鼻を掠めた。

「利用して、いいよ」

　キスだけで思考が停止してしまった私の耳に、甘く囁く。

「口説くと言っただろ？」

　優しく抱き締められ、彼の手が背中のファスナーに伸びていく。

　窮屈だと思っていた。

　可愛げのない後輩からも毒々しいと言われたワインレッドのタイトなドレス。

　祖父が選んでくれたから着ただけの、私の武装服だ。

　窮屈で、こんな服では私は息もできない。

　ゆっくりとファスナーが下ろされて、背中がしっとりした夜の空気に触れた。

「口説いて欲しい。私からはきっと難しいから」

　恋愛なんて、してこなかった。

　可愛げのない私には無理だと諦めて、敷かれたレールの上で不満げだったの。

　自分勝手で傲慢なのは私だ。

　晒される肩から、全て暴いて欲しい。

　逃げてきた私の目の前に、こんな風に都合良く現れるなんておかしい。

　床に落とされるギリギリで、ドレスを胸元で押さえて彼の顔を見上げた。

　私より可愛い子は、あの会場に沢山いた。佐伯さんなんて会社一の美人だ。

　同情でここまで攫ってくれたのなら、それでもいい。甘い言葉で騙してくれても良い。

　今はこの甘い夜に酔わせて惑わせてほしい。

「ああ。不器用な君が可愛いよ」

　騙してくれていいのに、彼の言葉は優しく甘かった。

　立っているのもやっとで、私の足は震えてた。

「悪いことするんだろ？」

　胸元を押さえていた私の手に、彼は何度も口付けする。胸元に顔を埋めて、何度も口付けを落とすので、身体に甘い電流が走る。

　力が抜けて、彼に片手を掴まれても振りほどくことはできなかった。

　両手の力が抜けると同時に、ドレスが床に落ちて両腕を捉えられた。

「おいで」

　抱えられベッドに寝かせられた。

　軋む音と共に、抱き締められ火照った私の体温と彼の香水が混じって甘い匂いが漂う。

　乱暴に服を脱ぎ捨てていく彼を見て、急に恥ずかしくなって下着姿の自分の身体を手で隠す。

　そんな私の行動を、彼は小さく笑った。

　余裕がありすぎる彼を睨み付けようと顔を見ると、甘く蕩けんばかりに微笑んだ彼の顔に固まる。

　艶やかで色気を漂わせ、私を魅了させていく。

　もう一度、あやすように落とされた口付け。

　私の緊張を和らげようとする口付けは、優しくて優しくて。

　首筋、肩、胸と落とされていくのを、私も笑いながら受け止めていた。

「華菜美さん」

　名前を呼ばれ、笑ってよじっていた身体を止め、息を整えていたら、彼が私の前髪を掻き上げくれた。

　あまりに甘く名前を呼ばれ、そのまま溶けていくかと思った。

　名前を呼ばれるだけでこんなに心が満たされていくとは思わず、不思議な甘酸っぱさが心地いい。

　視線も指先も口付けも、全て甘く蕩けてしまいそう。

「樫屋さ──」

　言い終わらないうちに、今度は深く口付けを落とされた。閉じていた唇を暴こうと、舌で割られ侵入される。腔内を舌が動く度に身体がどんどん熱を帯びて体中が痺れていく。

　下着をずらさて、胸を触られただけで足の指先がシーツを巻き込みながら丸まっていく。

　彼の動きに、ただただ身体が翻弄されていった。

「ぁっ」

　小さく零れた声に戸惑うと、可愛いよなんて囁かれ、真っ赤になる。

　声なんて漏らしたくないのに、彼が触れる度に唇から溢れてしまう。

「ひゃっ」

　胸の先端を指先でなぞられただけで、背中が大きくしなった。その反応を見逃さなかった彼が、もう一度胸を優しく刺激してくる。

　初めて他人から与えられる甘い刺激に、私の身体が作り替えられていくのが分かる。

　知らない身体のように全身に熱が広がり、下半身に集まってくる。

　こんな衝動、知らない。

　戸惑って視界がぼやけてくると、目尻にもキスが落とされた。

「嫌？」

「嫌じゃなくて、身体が変になってて」

　説明できない。だって全て初めてだから。

　ただ彼の愛撫で身体が初めての快感で震えるのは嫌ではない。少しだけ自分の身体ではないような恐怖はあるものの、胸は震えている。

　彼の背中に手を回しながら、身体は喜んでいた。

　これが悪いことと言うならば、楽しい。

　もっと求めて背中に回した手に力を込めると、彼の指が下へ下りていく。

　緊張して強張っている私の身体を擽ったり、撫でたり。

　こらえきれずに小さく笑うと、彼が優しく額に唇を押し付けた。

「ゆっくりするから、大丈夫だよ」

　次に唇が落とされたのは頬で、そして私の唇を何回か啄んだ後優しく首筋を吸われた。

　ふにゃふにゃと体の力が抜けると、彼も小さく笑った。

　下着の隙間から指が入り込むと、彼の愛撫ですっかり溢れてしまった蜜が、潤滑剤のように彼の指を濡らした。

　ゆっくり侵入してくる彼の指は、熱い。

　初めての感覚に、痛みを覚悟して目を閉じたが痛みは感じなかった。

　水音と共にほぐすように奥を暴こうと動く指が、ゆっくり前後に刺激を与えてくる。

　知らない快感に足が大きく動くと、彼の太ももが足の間に割って入り、閉じないように制された。

　二本に増やされた指の動きに、頭が真っ白になっていく。

「怖くない？」

　こうやって何度も気遣われると、勘違いしそうになる。とても大事にされている感覚に陥る。

　仕事で数回しか顔を合わせていない人と、婚約破棄したその日に、身体を重ねようとしているのに。

　まるでずっと恋人だったような甘い雰囲気に飲まれて、全て身を委ねようとしている。

「大丈夫だよ、華菜美さん」

　優しく諭すように言われ、恥ずかしいけれど頷くことしかできない。

　指で翻弄されている今、甘い言葉よりもその先の刺激への期待に身体が震えている。

　今の私は、彼にどんな風に映っているのだろう。恋愛なんて経験ないと言い放った手前、みっともない姿を暴かれてしまっているようにも思える。顔を見られたくなくて抱きついて背中に顔を埋める。

　すると彼の指の動きが少し早くなり、彼の息が荒くなっていくのが分かった。

「そんな風に可愛いのはずるいな」

　彼の指を伝い、シーツを濡らしていくのを感じ、真っ赤になりながらも、何を言えば良いのか分からへらりと笑った。

　すると彼の指が抜かれ、彼の腰に身体を引き寄せられた。

「──っ」

　彼の下半身の熱が宛がわれ、彼も興奮しているのが分かった。

　私の情けない姿でも、彼の身体は感じている。

　もう一度彼の顔を、勇気を出して見上げると、蕩けんばかりの甘い顔をしていて、息を呑んだ。

「華菜美さん、怖かったら言ってね」

　優しく指先に口付けされた後、手を背中に回すように促された。

　彼の背中を抱き締めると、彼は私の腰を引き寄せて、ゆっくりと濡れた私の中へ彼の熱が宛がわれた。

　左右を引き裂くように侵入してくる熱は、甘い痛みを伴った。

「あぁっ」

　甘い痛みと共に内側を擦られ刺激を与えられ、何度も腰がしなる。

　しなった腰を、逃がさないように彼が掴んで、ゆるゆると刺激を与えていく。甘い刺激がどんどん激しくなり、彼の動きと共に身体が揺れていく。甘い香りと、激しい律動に呑み込まれていく。

　もう頭は真っ白で、初めての快楽を身体に刻まれて作り替えられていくのを感じて、必死で彼にしがみつくことしかできなかった。

「ま、って。まって」

　熱で擦られ刺激を与えられ身体が大きく震えた。

　止めてくれないと爆発してしまう。

　焦る私を見て、樫屋さんはまた小さく笑った。

　でもその笑いは、最初の余裕のある笑いではない。滴る汗と共に艶を含んだ笑いに、魅せられる。

「ひゃ、ぁっんっ」

　何度も何度も奥を貫かれる。

　彼の背中やシーツを握りしめ、身体をよじっても快感は身体から逃げずに、私の身体中を電流のように甘く痺れさせる。

　彼の体温を全身で感じている。火傷するかのように熱く、私の理性を奪っていく。

　水音と共に体がぶつかり、ゆっくり引き抜かれるときに内襞を刺激され、足が痙攣するほどの快感が押し寄せてきた。

　激しいピストンも、私の身体を気遣うようなゆっくりと奥へ侵入してくる動きも、いまはただただ受け止めるだけで精いっぱいだ。

　次にくる動きに耐えられるよう、彼の背中を強く抱き締めていると小さく零れるような甘い吐息と共に彼が笑うのが分かった。

　背中に回していた私の手を引きはがすと、代わりに彼の指が絡まった。

　彼の指を絡めたまま、ベッドの上に押し付けられる。

「えっ──あっ、ひ、ぁっ」

　動きを制限されたせいで、貫かれる刺激を逃がすことができない。

　ギリギリまで引き抜いて、そして快楽を植え付けるようにゆっくりと奥に侵入していく。身体の一番奥まで到達しても、ぐりぐりと押し付けられ私さえ知らない最奥を暴かれ、刺激されていく。

「だ、だっめっ」

　首を横に小さく振ると、それ以上の侵入は止めてくれて代わりに何度もキスが落とされた。

「ごめんね。可愛すぎて」

　申し訳なさそうに謝ってくるので、また首を横に振る。

　嫌なわけじゃなくて、何知らなかった私が彼の熱や動きに翻弄されて乱れていくのが怖かっただけ。

　そして私だけこんなに必死で受け止めるだけなのにまだ余裕がある彼を見ると少しだけ悔しい。

　ちゃんと気持ちがいいこと伝えたくて、私からキスしようとすると力が入らなくて身体が起き上がらなかった。

　ぎりぎり彼の顎に唇を押し付けられたけれど、彼から笑顔が消える。

「煽られちゃったな」

　絡めた手の力が強くなり、大きく彼の身体が揺れた。

「──あっぁぁっ」

　激しい律動とともに熱が身体の奥で爆ぜる。

　それと同時に私も思考がまっさらになり、大きく背中がしなった。

　何度も痙攣しながら、彼の熱を感じ、初めての多幸感に満たされていった。





　＊＊＊






　Ｓｉｄｅ：樫屋恵士




　笑えば綺麗なのにと思えた。

　お茶を置くときの伏し目の、睫毛の陰で隠れた瞳を見たとき、なぜこの女性は着飾らないのかと疑問に思えた。

　いつも糊のきいたシャツに紺色のスーツ。眼鏡をかけて人形みたいに愛想もない。

　蘆名雄蔵の溺愛する孫と聞いていたので、仲良くなって損はないと思っていたが、ガードが堅い。自慢するわけではないが、俺にここまで眼中にない素振りを見せた女性は初めだった。

　蘆名は都内の不動産王と名高く、懐が深く情に厚い人物だし、仲良くなって損はなし、敵に回ると厄介だと聞いていた。

　もし不義理を働けば、彼自身が行動を起こすわけではく、今まで彼にお世話になった人物達が動くらしい。

　そんな彼が二十年ほど前、両親を亡くした陣内家の子どもを養子に迎えようとし周りの反対にあったのは風の噂で聞いた。経営が傾いていた会社に親戚誰もが引き取らない子ども。ようやくその子どもを引き取った親戚もご両親の保険金等を使い込み、会社も好き放題。それだけでは他人事で終わらせたかもしれないが、蘆名を怒らせたのは事故でご両親を亡くした子どもを冷遇したことだった。

　ただ陣内陸が大切にしていた家族写真を捨てられ泣いていたのを見て黙っていられなかったと聞く。そこから彼の後見人になる頃には、彼の叔父は会社から追い出され蘆名に恩義を感じる人物が会社を引き継いでいたとかなんとか。

　俺も蘆名さんは尊敬できるし器のでかい人だと思うが、権力を持ちすぎたと思う。悪意のなさが余計に荷物になってしまっている。

　陣内家の子どもを養子にできなかったが、守るために大事な孫の婚約者にしたと言っていた。言葉だけで何も効力はないが、その言葉は彼女を縛ってしまったんだろう。

　彼女は祖父の苦労を知っているからこそ、口約束とはいえ従っている。

　まるでお人形のようで、その身体は冷たいのか気になった。感情はあるのか、そのままでいいのか気になった。

　蘆名さんの権力の上に胡座をかき、好き勝手に遊んでいる陣内陸と違い、綺麗すぎる。

　彼は知り合いのクラブで印象の良くない遊び方をしていたし、振る舞いには眉を潜めることも多い。

　魅力的な彼女には不釣り合いな男だ。




　いつだったか仕事帰りに彼の家に招かれたことがある。

　仕事の苦労話に花が咲き、気付けば夕暮れにさしかかっていた。

　自慢だという手入れされた美しい庭園を歩きながら車の方へ向かう。

「優しくしたのに、恩を仇で返す人間はどうしてるんですか」

　蘆名さんにそう聞いても、彼は豪快に笑うだけだ。

「次は二度と手を差し伸べない。それだけだよ。後は自分でなんとかしてくれ」

　伸びる影は、彼の権力を物語っているようだ。

　散々甘やかして手を離される。

　一度でも間違えば全て失うとは言うが、彼が怒る場面を想像できなかった。

「おじいちゃんっ、扇忘れているよ」

　パタパタとサンダルの音を立て走ってくる音に咄嗟に身を隠す。

　するといつも表情一つ変えず機械的に仕事をしている華菜美さんが、ラフなワンピース姿で蘆名さんへ駆け寄ってきた。

「今日はちょっと暑いみたい。帽子持ってる？　常備薬もある？」

「その心配性は婆さんにそっくりだな」

　豪快に笑う蘆名さんも声色がいつも以上に優しくなる。彼女も本当に心配そうに、一緒に空を見上げて天気の話に笑ったりしている。

　溺愛しているのは本当なのだろうな。

「こんにちは」

　隠れていたが出て行くと、彼女は自分の姿を見て、咄嗟に表情を引き締めた。

「お世話になっております。では」

　そそくさと駆けていく姿に少しだけ可愛らしいなと思えた。

「気立ての良いお嬢さんですね」

「お、そうだろう。ついつい溺愛しすぎて自由を奪ってしまったのではと悩んでいるところだ」

「勿体ないな。蘆名さんも陣内の評判は聞いているでしょうに」

　目に余る振る舞いが増えた人物と溺愛する孫の婚約をこの人はどう思っているのだろうか。

　少し悩んだ後、華菜美さんがいなくなった道を眺めていた。

「ただ自慢できるほど面倒見のいいしっかりした子だから、陸くんも改心できると思ったんだが、華菜美は責任感が強いし優しいから自分からは突き放せないのかもな」

　苦笑していたが、蘆名さんは彼女本人が意思表示をしてくれるのを待っているようだった。

　この人もこの人で不器用なところがあるようだ。

「樫屋さん」

　急いで戻ってきた華菜美さんは先ほどのラフなワンピースの上に薄いストールを巻いて、ヒールに履き替えていた。

　眼鏡は神経質な銀色のフレームで、慌てて仕事モードに切り替えたようなぎこちなさがあった。

「果物はお好きですか？」

「果物ですか」

「私の好きな果物なのですが」

　箱に入った果物は、マンゴーやメロンと桃、それと猫のイラストの保冷剤が入っていた。

「可愛らしいね。戴くよ」

「いつもお世話になっていますので」

　深々とお辞儀した後そのまままた帰って行った。仕事中のきちっとした姿ではなく素の自分を見せてしまったことへのお詫びなのかと思うが、彼女も不器用らしい。

　不器用で自分を上手に見せることができない人だ。

　戴いた果物からは清潔そうな甘い香りが漂っている。

　その瞬間に、俺は簡単に絆されてしまったのかな。

　権力とか地位とか、誰の孫とか損得とか全部ぶっ飛んだ。

　そんなつまらない考えなんて必要ない関係で、同じ目線で彼女と笑ってみたいと思ってしまったんだ。

　お人形みたいな彼女の表情が、全て見たい。

　彼女が自分で、自分の置かれている現実の居心地の悪さに気付けば良い。

　気付けなくても、幸せになれば良いのに。

　後日、俺の所有しているマンションを陣内陸が購入し、彼女ではない女性と入っていくのを目撃してしまった。

　彼には勿体ない。いっそのこと、彼の目の前で彼女を攫ってみるのはどうだろうか。

　陣内が彼女の大切さに気付けば譲るし彼女が拒めば無理強いはしないが、人形のような彼女の本音を暴いてみたい。

　ただそれだけの衝動が始まりだった。




　思わず連れ出してしまったが、大声で笑っている彼女を見て、後悔はなかった。

　噴水の前で楽しそうに笑っている彼女を見て、本気で彼女を幸せにしてあげたいなんて思った。

　最初から気になっていたが、衝動的に攫った後に自覚するとは驚いた。

　悪いことをしているみたいだと笑う彼女は、純粋で心から綺麗な人だと思わずにはいられなかった。にはいられなかった。

　真面目に生きてきた彼女が、楽しそうに笑って、そして妖艶に言った。

　悪いことをするのって楽しい。

　悪いことではないよ。

　初めて自分の気持ちに正直になって、初めて自分から動いたんだよ。

　これが悪いことだと言い放った、純粋で真面目でそして可愛らしい人に、俺はきっととっくに魅了されていたんだろうな。




「んっ」

　気だるげな彼女の声と共に目が覚めた。

　起き上がると、隣で寝息を立てて眠っている華菜美さんがいた。

　シーツにくるまって眠っている彼女は、無防備でそして可愛らしい。

　そこらへんに散乱している自分の服を拾いながら、自分も理性が吹っ飛んでいたのかと苦笑してしまう。

　艶やかな夜だったな。

　自分から脱ぐことを決めたワインレッドのドレスはゴミ箱に捨てていく。

　もうこれで彼女を縛ることはないだろう。

　一階にウエディング用のパーティードレスを貸し出している店があったはずなので、新品の服がないか電話で確認すると系列店から服を贈ってもらえることになった。

　朝食のメニューを確認しながら、洋食とフルーツの盛り合わせを頼んでシャワーへ向かう。

　シャワーの熱さで背中に軽い痛みが走り、昨夜、必死で俺の背中にしがみついていた彼女の爪の名残に気付く。

　そして広がるのは、純粋な彼女との甘い記憶。

　溺れてしまったのは俺の方。

　ここからお互いを知ってもらうなんて、なんて不器用なスタートなんだと苦笑してしまった。




　Ｓｉｄｅ：小鳥遊華菜美




　遠くで聞こえるシャワーの音に目を覚ます。

　身体が重くて、そして下半身に鈍い痛みを感じて動けなくて、必死でサイドテーブルの鞄に手を伸ばすのがやっとだった。

　シャンデリアなんてぶら下がった広い部屋に、天蓋付きのベッドに、装飾の美しい家具。

　そして私が脱いだ服がゴミ箱に捨てられているのを見て、まだ夢の中のように思えてくる。

　この鈍痛がなければ私はきっとまだ夢の中だと現実から逃げていた。

　携帯を確認すると、日曜の午後。

　着信は祖父と会社の後輩や関係者数名。昨日の騒動が夢でなく現実だと思い知らされる。

　そして体中に昨日の名残が残っていて、胸が震えてしまった。

　けれどどこか心はすっきりしていて、罪悪感も何もない。

　陸からの連絡も後輩の佐伯さんからの連絡も何一つないのだもの。

　ただメッセージや連絡が残っていたので、部下の安倍さんにだけは連絡をした。同じく社長付の秘書で、佐伯さんと比べるのは申し訳ないがあの会社の中で唯一と言って良いほど、信頼している優秀な部下だ。

『もしもし、小鳥遊さん!?』

　電話の向こうの彼女は、今にも携帯から飛び出してきそうなほどの大声で、思わず笑ってしまった。

「休日にごめんなさいね。今、大丈夫？　昨日は連絡を返せなくて本当にごめんなさい」

『そんなことは全部どうでもいいです。小鳥遊さんが辞めるなら私も辞めますっ。こんな会社、いる意味がないです』

　昨日まだ会場に到着していなかった彼女にすら、クビを言い渡されたことまで知られていた。

　では会社全体に知れ渡るのは時間の問題だ。

　佐伯さんもきっとシンデレラとして選ばれた自分に酔って言いふらしそうだ。

「貴方が辞めたいなら止めないわ。そのときは就職先を私も一緒に探すから安心してね」

『私のことは良いんです！』

「申し訳ないけど、この状況で私が出勤したら会社が落ち着かないだろうし、しばらく貴方に色々と引き継いで欲しいことがあるの。全部、伝言って形で社長にやらせればいいから」

　今までフォローしていた仕事部分を全て、彼自身にやってもらうことにしただけ。

　必要ならば心の支えである佐伯さんにも甘えれば良い。

『昨日の話を聞きましたけど、社員は誰も小鳥遊さんが虐めてるとか信じてませんでしたよ。それどころか、あの佐伯さんに引導を渡してくれないかずっと見守っていたとか』

「確かに私が当事者じゃなくても、佐伯さんの言うことは信じられなかったと思うわ」

「仕事の話かな」

　スリッパの音と共に現れたのはバスローブ姿の樫屋さんだ。

　シーツにくるまって顔だけ出していた私は、頷くと慌てて顔まで隠してしまった。

『仕事の方は任せて下さい。と言うか、小鳥遊さんがいなくなって困れば良いんです。社長が頭を下げるまで私も自分の仕事以外はしませんよ』

「そうは言っても貴方は責任感も強いし気を使ってしまうから心配しちゃうでしょ。無理はしないでね」

『私のことはいいので、今はゆっくりして下さい。会社なんて一ミリも気にしないで良いです』

　気遣ってくれて嬉しいけれど、私は陸の性格も知っている。彼がどれほど仕事にミスが多いかも分かっている。

　私の穴を彼女に埋めてもらうのは申し訳ないけれど、今はもう甘えるしかない。

　電話を切って恐る恐るシーツから顔を出すと、彼がカートを引いてベッドまでやってきていた。

「酷いな。起きて一番に俺より仕事の話か」

「しょうがないです。だって急に解雇されちゃったんで引継ぎも何もないんですよ。不安な後輩のケアも必要です」

「君らしくて好きなのだけどね、働き過ぎだ」

　動けない。

　色んな意味で動けないのに、彼は何か考えながらベッドに座った。

「まあいいか。身体は大丈夫？」

　コップに水を注ぎながら優しく尋ねられ、どう答えていいか分からず焦ってしまう。

「その、鈍痛があちこちからします」

「そうだろうね。無理強いはしなかったけれど、俺も余裕がなかったから。起きられる？」

　小さく首を横に振ると、ソファからクッションを持ってきてくれた。上体を起こすとベッドと背中の間にいくつもクッションを挟んでくれる。

　片手でシーツを押さえ水を飲むと、バスローブを用意してくれた。そして天蓋の横に結んでいた薄い紫色のカーテンを下ろすと、視界を少しだけ隠してくれた。

　樫屋さんは背中を向けてカートの上の食事を用意してくれていたので、その間にバスローブに腕を通した。

「解雇されることを素直に受け入れていたんで驚いた。未練がないんだな」

　甘い香り。

　お皿に乗せてくれているのは小さく切ったマンゴーや苺といった甘いフルーツだ。

　フルーツは大好きだし、少しだけ痛む喉を潤してくれる。

「仕事は楽しかったんですけど、今更縋る物は何もないですよ」

　それどころか清々しく未練なんて一ミリもない。

　どうせ仕事人間で会社でも上手く人と付き合っていなかったし、佐伯さんがシンデレラストーリーを話せばそれが真実になるだろう。

　私は面白おかしく言えば、ヒロインを苛めて断罪された意地悪な悪役令嬢だ。

　婚約破棄もされ解雇された私は、もう表舞台に必要ないはずだ。

「フルーツいいですね。次はフルーツ使ったジュース屋さんとかカフェで働くのも面白そう」

「ああ、似合いそうだけど」

　お皿を渡され甘いフルーツを頬張ると、幸せな気持ちになった。

　バイトは親から禁止されていたけれど、可愛い雑貨や食べ物で溢れているカフェは憧れがあった。給料なんてほぼ使わなかったし、しばらくは貯金でのんびり暮らすのも悪くない。本当にバイトを経験してみるのも良いだろう。

「あ、蘆名さんからだ」

　パイナップルを口いっぱいに頬張って味を噛みしめていると、彼は脱ぎ捨てたスーツから携帯を取り出し液晶を眺めているところだった。

「まだ君からは連絡してないんだよね」

　なかなか飲み込めないので頷くと、彼は携帯を耳に当てた。祖父の聞き慣れた声がスピーカーから仄かに聞こえる。

「蘆名さん、お世話になっております。ええ、連絡が遅くなってすみません。華菜美さんの件ですよね」

　私の話。

　祖父にどう話せば良いか分からず困っていたので、彼がどんな風に話し出すか気になる。

「会社の部下や取引先の前で酷い言葉を投げつけられ、彼女はとても傷ついています。騒動が落ち着くまでは彼女を預かりますし、守りますよ」

　傷ついている？

　思いっきり笑っていたし清々しいけれど、彼の嘘も悪くない。

　上手に嘘をついてみたい。

　自分を守るための方便の嘘。

「分かりました。はい、お任せ下さい」

　意外にも電話はあっさりと終わり、彼が私の方へ向き直った。

「蘆名さんが会社の方は気にしなくて良いから羽を伸ばしておいでって。しばらく君は、俺が預かることになったから」

「預かるって」

「そうだな。お互いをよく知る時間が必要かなって。順番が色々と前後したからね」

　順番。

　昨晩の行為を思い出し、急にフルーツが飲み込めなくなって咽せてしまう。

　そうだ。樫屋さんがどんな方か分からないまま、身を委ねてしまった。

　仕事中の彼だけで判断すれば、陸なんかより大人で常識人で、隙のなさそうな素敵な人だけど。

　私を口説く云々は信用して良いのか分からず、少しだけ身構えてしまう。

「今もそうだ。フルーツは食事の後に渡すつもりが、君が好きそうだから先に渡しちゃったよ」

　笑いながら取り分けてくれた食事は、パンケーキやハムエッグなどの軽めの朝食だ。

　時間はとっくに午後だから、色んな順番がめちゃくちゃな状況に私も笑ってしまった。

「で、俺のことはもっと知りたいと思わない？」

　なんて軽い言葉なんだろう。

　それでも彼の眼差しは優しくて、そして私を見つめる瞳は真っ直ぐで。

　恋愛経験のない私を騙しているならば、知った先ではきっとズタズタに傷ついてしまうだろうに、どうしてだろうか、信じてしまいたくなる。

「知りたいです。今まで、何も見てこなかったので」

　視線を彷徨わせていると彼が苺を私の口元まで運んできた。

　ずるい。

　順番がめちゃくちゃだって思ったばっかりなのに、彼のペースに翻弄されている。

　今は、この居心地の良さの意味をもっと知りたくなってる。

　体中に彼との夜の名残を残した目覚め。

　今まで積み上げてきた地位やら時間が崩れていくのに、なぜか不安よりも楽しみの方が多かった。







三・朝は虹色のカフェで








　会社のことは私に一切情報が入ってこなくなった。どうしても困ったときは連絡して欲しいと安倍さんには伝えたけれど、問題ないの一点張り。

　私はそのまま樫屋さんが住むマンションに何故か転がり込んでしまった。

　家に帰れば祖父や両親から追及されてしまうし、次の就職先を用意されたり、この際結婚しろと縁談を用意されてしまう可能性が高い。

　それならば自分で次の就職先を決めたり、ある程度は将来について考えておきたい。

　今までずっと仕事一筋だったし、ちょっとだけ時間をかけてゆっくりするのも悪くないかなって思ってる。

「わあ、素敵」

　彼が住んでいるマンションは、十二階建ての最上階。３ＬＤＫのメゾネット。螺旋階段で二階に上がるとルーフバルコニーがついているお洒落なお部屋だった。

「ここのマンションの内装のデザイナーって、最近ヒットした映画でもコーディネーターとして活躍した人なんだ。お気に入りでね。あと一階のテナントに花屋と、もうすぐカフェがオープンする予定で」

　二階まで突き抜けたリビングの天井からは、日差しが差し込んで、明るい部屋。家具も飾られた絵画も全て自分で選んだらしい。

　案内されて部屋中を見渡したけれど、彼が拘って選んだのが分かる。どこを見てもお洒落で、住むのが楽しくなりそうな空間だ。

　そんな空間に、彼が用意してくれた私の洋服や食器を運んでいて不思議な気分になる。

「楽しいな」

「楽しい？」

　シンクに食器を浸しながら、彼は笑っている。

「ああ。今まで誰も入れたことのない俺の部屋に、君がいる。楽しいかな」

　パーソナルスペースが広い人なのかな。

　なんて、転がり込んだ私が言うのもおかしいか。

「二階のバルコニーの隣、書斎にしようかなって空けてたけど、時間がなくて洗濯物を放り投げる部屋になってたんだ。使って良いよ」

「えっ」

「俺は一応、君の祖父に了承をもらって預かってるからね。口説く以前に大事にしたいし、いっそ、内装を好きにしてみる？　注文できるよ」

　自分で内装を弄って良いと言われ、内心とてもテンションが上がるのが分かった。

　樫屋さんがダブレットを貸してくれて、壁紙やフローリングまで選べるページを指さした。

「うちの扱っているマンションでもこんな風に内装を一から選べる部屋を取り扱ってるんだ。好きにしていいよ」

「好きに……」

　樫屋さんの部屋は全体的に白を基調にしていて壁は青くて、お洒落で清潔感があって飾っている絵画も空の絵が多い。

　壁紙や家具を選んで頭の中で合計金額を予想しても、貯金から出せそうな予算内だ。

「好きにしていいよ。どうせ君はここで俺と暮らすだろうしね」

　クスクス笑うと、彼は鼻歌を歌いながら食器を洗い出した。

　否定しようにも、私は一度彼を受け入れてしまったし、彼の好意を拒否したくなかった。

　私のことを受け入れてくれる彼の隣は、安心感があって居心地が良い。

「私、可愛い雑貨で彩られたカフェが好きだったんですよね。高校はバイト禁止だったし、大学時代は祖父や両親がバイト禁止してたし。だから可愛い物で溢れた空間に憧れがあって」

「いいね。可愛いとか暖色系とかでも家具は検索できるよ。観葉植物や輸入家具とかは違う会社だから、調べたくなったら教えるね」

「ありがとうございます」

　タブレットの液晶をスライドしながら可愛い家具を見ていると、心が癒やされる。似合わないけどいっそ壁紙を赤くするとか、青くして黄色の家具で統一したら夜みたいじゃないかな。ずっと住むならば奇抜じゃなくて落ち着く色で統一もいいかな。

「一階のカフェでのんびり選ぶ？」

　手を拭きながら私のソファの隣に座った彼は、視線を時計の方へ向ける。

「カフェってオープン前なんですよね？」

「うちが提供しているから大丈夫だよ。俺も仕事するし、ちょうどランチの時間だ」

　良いのかな。

　邪魔にならないかなと不安になったけれど、彼は目を細めて嬉しそうだ。

「君は気に入ると思うよ」

　そう言われたら、興味のないフリはできなかった。
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　このマンションはエスカレーターで二階に上がって、そこにエントランスがあったけれど、一階は全てテナントが入っているようだ。

　花屋にはレトロな看板が飾られていて、生花の香りが漂ってきている。

　更に奥へと進めばガーデンテラスに繋がっており、そこにはテーブル席が設置されている。

　一見、カフェと気付かずにスルーしてしまいそうな、木々に隠れたカフェだ。

　掃除をしていた店員がこちらに気付き深くお辞儀したので私もお辞儀する。

　清潔そうなブラウンの腰巻きエプロンに白のワイシャツ。年配の男性がほくほくした顔で樫屋さんに近づいてくる。

「そろそろ来ると思いましたよ。ランチですね」

「ああ。今日は二名分頼みます」

　隣でおろおろしていたら、彼が私の方を見ながら微笑む。

「初めまして。カフェオーナーの名越でございます」

「初めまして。小鳥遊です」

「少々お待ち下さいね」

　名越さんはカフェの奥へ引っ込むとキッチンの方へ入っていく。

　ガラス張りで床は煉瓦のカフェ。窓辺のカウンター席には金魚鉢に入ったビー玉が日差しを吸い込んで反射して、床を輝かせている。

　様々な色が地面に揺れながら反射していて、その上を歩くのは楽しい。

　カウンターに座ってメニュー表を探すが見当たらない。

　探して視線を漂わせれば、カウンターには剥かれた蜜柑や輪切りのレモンが入ったガラスのサーバーが置かれている。

　ハーブが入ったウォーターサーバーもあって、まじまじと見てしまった。

「それ、バジルとレモンとトマトのデトックスウォーターです。人を選ぶ味かなって感じですね。普通に提供するならば、こちらの輪切りのレモンの入ったお水です」

　キッチンから出てきたのは、先ほどのオーナーと同じぐらいのご年配の女性だった。女性はフリルのあるエプロンを着ており可愛らしい。

　氷がぶつかる音を立てながら水を注いでもらう。

　ここはフルーツ専門のカフェ『リ・アグルーミ』というらしい。飲み物の種類は豊富だけれどランチメニューがまだ数が少ないのでオープンまで知り合いに食べに来てもらって研究しているらしい。だからメニュー表もまだないそうだ。

　フルーツ専門店だけあってフルーツの甘い香りが立ちこめていて、落ち着く空間だ。

　用意されたバジルとトマトのパスタとキウイとバナナのスムージーはランチで食べるには丁度良くて、ぺろりと平らげられる。

「偶然テナントを探している名越さんと出会って、この物件を紹介したんだが正解だった。それに最近フルーツにはまっていてね。ここに来れば美味しい食事もとれるし、雰囲気もいいから仕事にも集中できる」

「確かに、そうです」

　外の席でスムージーを飲みながらパソコンで仕事なんて、捗るに決まっている。

　それに偶然に驚いた。彼もフルーツが好きなんだ。

　私は結構、拘ってお寄りよせしちゃうぐらいフルーツが好きだ。仕事で疲れたときとか、冷蔵庫に色とりどりのフルーツが入っていると嬉しくなる。

　だからカウンターに並んだ色とりどりの様々なフルーツウォーターサーバーを見て、疲れたときにその中から飲みたいジュースを選べばきっと疲れが吹っ飛んでしまう。

「すまない。仕事の電話だ」

　彼が席を立とうとしたので、大丈夫ですよと服の裾を掴む。

　彼は驚きつつも席に座り直して、パソコンを操作しながら仕事の話を始めた。

　私もジュース片手にタブレットを操作して、家具を眺める。

　こんなに時間がゆったりと流れる日が来るなんて思わなかったので、不思議な気分だ。

　本来なら今頃は、陸のランチ先を決めたりデリバリーを用意したり、自分は健康栄養食頬張りながら、誰もいない秘書室でパソコンの前で仕事しているだろう。

　佐伯さんへの不満や愚痴を聞いたり、彼女の仕事の尻拭いに頭を痛めたり、陸が取引先の前で粗相しないかハラハラする必要がもうない。

　それどころか自分探しみたいに、ゆったりと自分好みの家具を探したりしている。

　飲み物を味わう時間さえ惜しんでいた私が嘘みたいに穏やかに過ごしている。

「……なんだって」

「え？」

「俺の話、全く聞いてなかったな」

　小さく零すように笑われ、急いで顔を上げると彼がキッチンの方を指さしていた。

「今、スタッフ探してるんだって」

「スタッフを」

　確かにカフェはご夫婦しか見当たらない。

　まだオープン前だけど二人で始めるのは大変そうだ。

「オープン時だけでもスタッフがいたら助かるだろうね。君も次の就職先が見つかる間に手伝うとか、選択の一つに考えるのもいいかも」

「えっ……素敵です」

　可愛い物で溢れたカフェで働いてみたかった夢が叶うかもしれない。

「きちんと手続きして辞めたら、面接受けてみようかな」

　並べられたフルーツウォーターサーバーを見て、嬉しくなってしまう。私の未来だってまだ可能性が無限大だ。







四・辛い夜と甘い朝と








　一向に辞令が下りないので、私は今有給扱いだと思う。

　溜まりに溜まっていた有給を使うのは良いのだけど、陸から解雇を言い渡されるぐらいならば自主退職したいので、代理人を立てて自主退職の手続きをしてもらうことにした。

　部下の安倍さんだけは気がかりだけれど、会社には一ミリも未練も情もなくて、事務的な手続きだ。

　好きに使って良いと言われた樫屋さんの家に転がり込んで一週間が過ぎたかな。

　今日は私が選んだ壁紙の工事が行われており、キッチンに立って工事の人へのお茶を準備している。

　一階のカフェに置いてあったフルーツウォーターサーバーが素敵すぎて、キッチンに一つだけレモンを入れたガラスのウォーターサーバーを置いた。

　樫屋さんは仕事が忙しそうだけど、夕食時には帰ってくる。

　あの初めての一夜から、甘い言葉を囁いてきたり、料理中に後ろから抱き締められ危うく包丁を落としそうになったことはあるものの、それだけだ。

　順番を間違えたから、二回目は大事にしたいと言われた。なので、本当に私はただの居候で、そこまで得意ではない家事をするお手伝いさんだ。

　あんなに甘い夜を過ごしたのが夢だったみたい。今は命の恩人みたいに感じている。

　感謝の気持ちが大きすぎて、甘い雰囲気になると逃げてしまう自分がいる。

　私の下手くそな料理を美味しそうに食べてくれるし、内装の相談も仕事みたいに真剣に考えてくれる。

　お互い取引先の相手だったときは、事務的に対応していたけれど、彼の中身は知れば知るほどに素敵で、魅力で溢れている。

　大学時代に起業していただけあって頭が良いのか、会話も面白いし眉目秀麗とは彼のことだろう。

　それに比べて、昨日の夜中二時過ぎに着信を残した陸は、非常識すぎる。

　本来ならば今後のことについて話し合うために、パーティーの次の日にでも連絡してきてもいいはずだ。

　陸にとっても私は最初から邪魔な存在だったんだろうな。
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　内装工事が終わってから、渋々陸へ電話をかけた。ここまで気が重いのは、私の中で彼への情が薄らいでいるのとどうせ文句の嵐だと予想できるからだ。

「もしもし」

『連絡してくるのが遅い！　非常識だぞ』

　非常識。

　一番言われたくない相手に言われ、ため息が出る。

　呆れて眼鏡がずれそうになる。

　そう言えば、陸と一緒にいるときはため息ばかり零していた。

『会社を辞めるつもりらしいな』

　辞めるも何も、解雇を言いつけたのは貴方ですよとは言わない。辞めたいと思ったのは事実だ。

「私の代理人と話してないの？」

『手続き関連は了承している。お前の私物はどうするのか』

「私物なんてあったかな」

　お昼ご飯代わりに置いてある健康補助食品とか仕事関係の書籍ぐらいかな。

　ああ古い眼鏡も予備に何個か置いてあるかもしれない。

『お前が皆の前で自分が悪かったと莉美に謝罪すれば部署異動ぐらいで許してやるぞ』

「私が彼女に謝罪ね」

　何を寝ぼけているのか、笑ってしまう。

『お前が女性社員に根回ししたんだろう。今度は女性社員からいじめられて毎日泣いているんだぞ』

「それは……忙しいね」

　甲斐性なし。

　仮に彼女の妄言が真実だとすれば、社長である自分がなんとかすれば良いのに。

　回りのせい。私のせい。

　誰かに責任を押し付けるのは簡単で楽なことだ。冷蔵庫を開けて、夕食を考えながら馬鹿らしくなった。

「私の私物は処分して構わないよ。必要な物は、もう会社に何もない」

『謝罪もできないのか』

　苛々を隠さない彼の口調と反対に私の思考はどんどん冷静になっていく。

「貴方は、私が彼女を苛めていたのを信じるの？」

　牛肉を取り出し、野菜を並べ、台に登ってカレールーを取る。

　私はやはり人形なのかもしれない。陸の声を聞きながら怒りの感情すら湧いてこない。

『当たり前だろう。お前は冷たい人間だが莉美は俺に寄り添ってくれる素晴らしい女性だ』

　その言葉に清々しいほど突き放す決心が付く。

　私は彼女と陸にとって悪役で構わない。

「ふ。私が冷たい人間だと分かっているなら、謝るわけないのに気付いたら？　忙しいから二度と連絡してくれなくていいのよ」

『は、お前』

　言い終わらないうちに電話を切って着信拒否にして終わった。

　連絡ならば祖父でも両親からでも経由すればいい。

　まだ権限が残ってるなら社内メールも受け取れるはずだ。

　野菜を切りながら、ため息さえも出てこなかった。

　陸が親戚の家をたらい回しにされているのは、度重なる夜泣きが原因だった。

　両親を交通事故で亡くし、陸はその潰れた車の中で助けが来るのを待っていたらしい。

　それで閉所も暗所も、六歳の陸にとってはトラウマを呼び起こす空間でしかなかった。

　うちの両親も、陸の会社の経営が傾いていることもご両親の保険金がほとんど親戚に使い込まれていることも知っていて、陸の後見人を引き受けようとした祖父に強く反対していた。

　何もかも祖父が背負う必要はないことだからと。

　でも私の両親も私も、一度陸を目の前にすると情に流されてしまった。

　ご両親を探すように泣き出してさ迷う子ども。

　夜な夜な大声で暗闇を走り回り、二度と会えない両親を探していた。

　その姿に私の両親は胸を痛ませ、一年ほど家に彼を住まわせた。

　祖父が一緒に住むことを提案したが、祖父の家は大きく、そして留守にすることが多い。

　一般サラリーマンと結婚したうちの母の家の方が、今の陸には合っていると話し合いで決まったらしい。

　私も毎日顔を見ても泣いている暗い顔の陸を放っておけなかった。

　笑えば可愛い顔をしていそうだったから、子どもなりに勿体ないと感じたんだとも思う。

『別に寝るときに暗くする必要はないんじゃない』

　窓やドアを開け、電気を付けて陸が眠るまで絵本を読んであげた。

　両親がなくなり、両親の会社は奪われ、親戚にたらい回し、挙げ句に形見は全て処分されかけたわけだから、陸の苦しみは計りしれない。

　だから私は、陸の心が壊れないようにずっと気にかけていたつもりだ。

　それなのに、陸に私はずっと冷たい人間だと思われていて、佐伯さんは陸に寄り添える素敵な女性に映っているわけだ。

　彼がこんな風になってしまったのは、彼自身ではなく、散々甘やかした私たちの罪なのかもしれない。




「玉葱切ってるの？」

　ちらりと視線を横に向けると、私の様子を覗き込む樫屋さんが立っていた。

　驚いて大きく身体を揺らすと、じゃがいもが転がって床に落ちそうになった。

　彼が鞄を投げ出してじゃがいもを全て受け止めると、誇らしげに笑った。

「カレーか。でも泣くほど玉葱を切ってたのか」

　泣くほど……。

　樫屋さん言われ、初めて頬を触ると涙が流れた跡が残っていた。

「まあいいよ。野菜なんて切らずに、こっちおいでよ」

　両手を掴まれ、彼が手を洗ってくれた。

　そのまま呆然としている私を抱えてソファに下ろしてくれる。

　自分は鞄をキッチンの床に投げ捨てたままなのに。

「どうして泣いてたの。ホームシックとか言わないでね。俺が悲しい」

　言い方が可愛くて思わず笑ってしまったけど、首を振る。

「陸から連絡があって。恋愛感情はなかったんですが、家族だとは思っていたから。過保護だったかなって反省してて」

　冷たい人間に思われていたのが、今までの自分の行動を全て否定されたような気持ちになって悲しくなった。

　同情が根本にあったとしても、どんなに我が儘で傲慢なのに嫌いになれなかったのは、幼い頃の苦労した陸を知っていたから。

　それでも私が隣にいることは、彼にとって迷惑でしかなかったのだ。

「もっと早く気付けば良かった。お互いマイナスの関係でしかなかったのに」

「ふーん。そうだねぇ」

　頭を撫でてくれていたが、彼の優しかった声色が低くなった。

「面白くない。あんなのに泣く必要はないよ。さっさと忘れちゃいな」

　ゴロンと視界が回転すると、ソファに押し倒されていた。

「樫屋さん？」

「今更、陣内に気が合ったとかない？」

「それは一ミリもないです」

「それは良かった」

　私を見下ろす樫屋さんの視線は、いつもの甘い雰囲気だけではない。

「……それは嫉妬ってやつですか？」

「うーん。そうなるのかな。あんな男にぃ？」

　認めたくないのか困った様子を見せながらも、私の眼鏡をとってテーブルに置いた。

「馬鹿な男だと思うけどね。華菜美さんはこんなに綺麗な人なのに気付かないし」

　綺麗。

　言われ慣れない言葉に戸惑うと、私の髪を掬って口付けた。

「損得勘定なしで自分のために泣いてくれる女性がいたのに、女性がいたのに。もう助けてくれる人はいないかもね」

「それって……もしかして会社も大変なことが起きてるの？」

　私が会社の心配をしたせいか、樫屋さんの瞳が濁って暗くなったように見える。

「もしそうでも、もう君が心を痛める必要はない。あいつは君が優しいことも、綺麗なことも、何一つ気付かなかったのが悪いんだから」

　これ以上は陸の会社の話はしない方が良い。

　私ももう気にかけるつもりはないけど、樫屋さんの様子がいつもと違ったように感じたので、つい聞いてしまっただけ。

　私に全く興味がない人間のことはもう気にしない方がいい。

「カレー、作らなきゃ」

　ソファから起き上がろうとすると、彼が覆い被さっていたのでびくともしなかった。

「樫屋さん」

「君は綺麗だから、もっと笑えば良いなって思ってたんだよ」

　頬を撫でられ、耳を擽られると身体がむずむすしてしまった。

　あの夜ぐらい密着してしまい恥ずかしくなるけれど、今は少しだけ嬉しい。

「なるほどね。君は家族を守ろうとずっと神経を尖らせていたわけだ」

　一人で納得した後、私を気遣うように微笑む。

「俺が攫ってから、自惚れじゃないけど華菜美さんは更に綺麗になったと思うよ。家具を見て悩むときや料理するときとか自然体のときも綺麗だけど、好きな物に囲まれているときは可愛いし。ふうん」

　あいつは君のそんな姿を何一つ知らないんだなって勝ち誇ったように言うので、普段の大人っぽい樫屋さんとは違いちょっとだけ可愛い。

「そんなこと言うの、樫屋さんだけだよ」

「でも俺以外知らないままでいいよ」

　甘い声、甘い言葉。

　今は全て、私を救ってくれる。

　覆い被さってくる樫屋さんに、私から抱きついてみた。

「ほらね、君は可愛いよ」

「だって樫屋さんが優しいから」

　私以上に陸に怒ってくれるから、悲しみなんて吹っ飛んでしまった。

「樫屋さんか。下の名前で恵士って呼んで欲しいかな」

「恵士、さん」

　口の中で転がすように呼ぶと、体中に甘さが広がって胸が震えてしまう。

「言葉にしたら、プレッシャーになるかと思ってたけど、俺は口説くと言いつつもあの夜からとっくに恋人気取りだったよ」

「恋人っ」

　言葉にしてしまうと怯んでしまう。

　でも甘い夜も過ごしたし、家に転がり込んでしまったし。

　それに。

　今、自分から抱きついてしまった。

　心が弱っているときに、無意識に私から求めてしまった。

「恋人では駄目かな」

　駄目じゃないので首を振ると、恵士さんから鼻を摘ままれた。

「言葉で言ってくれないと分からないよ」

「うっ」

　私なんかが言葉にしていいのか戸惑いつつも、目を見れば彼が待っているのが分かる。

　順番も守らず、会った次の日には家に転がり込んで、道徳的に突っ込むところが多すぎるのだけど、それでもあのパーティーで救ってくれたのか恵士さんだけだった。

　ごちゃごちゃ考えたり、理由を付けるのも馬鹿らしくなる。

　あの夜みたいに自分の気持ちの衝動に素直になれば答えなんて簡単だ。

「君が綺麗だと思ったし、一緒に住んで可愛らしい人だと思った。俺は嘘偽りなく、君に惹かれた。だから言うよ。恋人になって」

　ちょっとだけ甘えるような声に、息を呑むのも許されない。

　どうしてこの人は私の心を揺さぶるのが上手いの。

　私なんてとっくに、貴方が攫ってくれたあの日から、貴方のことしか考えられなくなっていたのに。

　言葉にしてこの関係が始まってしまうのは、心の準備が追い付かず逃げてしまった部分もある。

　でも伝えてくれた今、私の気持ちも彼に全て知ってほしい。

「恋人になりたいです」

　もう少し可愛く言えたらいいのに、経験不足でロマンチックの欠片もない。

　けれど心臓は破裂しそうなほど高鳴っている。慣れない感情を上手く言葉で説明できない。

「ああ。もちろん」

　でも恵士さんはとても嬉しそうで、強く抱き締め返してくれた。

　ソファに埋まってしまうけど、それでも幸せだ。

　さっきまで落ち込んでいたのに、今は幸せで満たされている。

「流石にここは狭いね」

　恵士さんは軽々と私を抱きかかえると、寝室へ運んでしまった。







　悲しさを打ち消してくれるように強く抱き締められる。

　恵士さんの匂いが移るような、甘い匂い。

　彼がスーツを脱ぐ姿は艶っぽくて見とれてしまう。仕立ての良いスーツは、上等な衣擦れの音がする。

　私の服は丁寧に脱がせあいをして笑った。自分の服は荒々しく脱ぎ捨てて適当に扱うのも好き。

　あの夜、私が天蓋ベッドに感動していたので、自分のベッドにも設置してくれたのは普通に嬉しい。

　服を脱ぐついでにカーテンを下ろしてくれる。

　優しく触れるだけの口付けから、啄むようなじゃれたキス。クスクスと笑いながら口付けし、服を脱がせあいして笑った。

　下着だけになったのでシーツで隠すと、引っ張られて奪われた。

　胸に口付けされながら、後ろのホックを外され冷たい空気に曝された。

　背中を撫でられたり、擽られて笑ってしまうけれどその先の快感を求めて身体がゆっくりと火照っていく。

　深い口付けと共に、彼の首に抱きつく。

　ただただキスしているだけなのに、体中が火照っていく。

　一夜の甘い記憶が、私の身体に刻まれている。

　彼の指が私の背中を這うと、大きく身体が揺れた。

　ずっと抱き締められて口付けを繰り返すだけでも幸せだけど、それ以上の幸福を知ってしまっている。

　抱きつく力を強めたら、彼は笑いながらベッドに一緒に倒れ込んでくれた。

　首筋に口付けを落とされ、指先で胸を愛撫されるだけで身体が震えていく。

「っぁ」

　焦らすように、彼の指先が下着の上から触れた。それだけでじわりと蜜が溢れて、恥ずかしくなる。

　なぞるだけの指先が、偶にわざと下着越しに中を浅く突かれ、蜜が彼の指を濡らすのが分かった。

「ちょっとだけ開いて」

　言われるまま少し足を開くと下着を脱がされ、全てを曝け出してしまった。

「っひ、ぁっ」

　彼の指が浅く侵入するとつい力が入ってしまった。彼の指の形を感じてしまって泣きそうになる。

「はは。食いちぎられそう」

　指を抜いた彼が、私の足を大きく開くと顔を埋めた。

「ま、待って」

　私の秘部に舌を這わせ、わざと音を立てながら舐められると羞恥で消えてしまいたくなる。

　舌で暴かれている内に頭の先からつま先まで、へなへなと力が抜けていくのが分かる。

　敏感になっていくのに、彼が蜜芯を舌先で転がして愛撫するので、口元を抑えて必死に声を我慢した。

　抑えないと、嬌声が部屋中に響いてしまいそう。

　なのに私が声を我慢しているのに気付いたのか、更に舌で強く刺激を与えてくる。

　快感を逃がそうと身をよじると、腰を捕まえられた。

　逃げられなくて足をじたばた動かしても、声は漏れてしまう。

　舌で強く押しつぶすように刺激を受け、身体が大きくしなった。

　自分でも止められない。

「あっだ、めっ──っ」

　快感が初めて、頭が真っ白になった。

　腰がびくびくと大きく痙攣して、彼の舌だけでイってしまったのを自覚してしまう。

　まだ腰が動いてしまうし、快感を覚えてしまった私の身体は、ひくひくとはしたなく彼を求めている。

「我慢しなくていいのに、可愛いね、華菜美さん」

「意地悪っ」

「本当なのに。俺の指で、舌で、感じて真っ赤になってる華菜美さんは可愛いよ」

　自分だけ余裕ぶって本当にずるい。

　私なんて、恵士さんから与えられる快楽に蕩けさせられてばかりだ。

「これ以上は苛めないで下さいね」

　敵わないなら、正直に言うしかない。

　全て曝け出して、全部見てもらうとなると、嘘偽りなく今の自分の気持ちを伝えるしかない。

　荒くなった息を整えながら、そう懇願したのに、どうやら恵士さんには逆効果だったらしい。

　深い口付けと共に、彼の下半身の熱がお腹に当たる。固い楔のような熱を感じて、私の身体が火照っていくのは止まらなかった。

　太ももを掴むと大きく左右に開かされ、彼の熱棒を受け入れていく。

　彼の舌で濡らされていたので、ゆっくり挿入された瞬間に、くちゅりと水音が聞こえてきて死にそうなほど恥ずかしくなった。

　内襞を伸ばされるぐらいの大きさを受け止めながら、また初めての夜に感じた甘い痛みが全身に走る。

　痛みだけだったら逃げれたのに、内襞を固くなった彼の熱棒で擦られる度に甘く痺れる。

　優しい律動で物足りなさの中、中で彼の輪郭を想像してしまい、激しくなる律動の中、彼の肌とぶつかる音が部屋中に響くのが恥ずかしい。

　もう何も考えたくない。

　彼がくれる快感だけ受け止めて、頭の中を真っ白にさせたい。

　聞こえてくる音も彼の荒い息だけでいい。

　背中にしがみついて、彼の律動を受け止めた。

　奥を貫かれる度に、はしたないほどの甘い声がもれる。

　快感で下半身に力を入れてしまうと、彼の眉間に少しだけ皺が寄るのが面白いのに、そんなこと言える余裕はなくて、彼の眉間に指を伸ばした。

　彼は小さく零すように笑った後、その指を甘噛みした。その表情がちょっとだけ余裕がなさそうで、満足できた。

　激しくなったり、ゆっくりと奥を穿つ度に、幸せで、もっと欲しいと思えた。

　私ももっと奥で恵士さんを感じたくて、背中を掴む指先に力をいれた。

「華菜美さん。本当に好きだよ」

　嗚呼。

　彼の甘い言葉を最後に、私の思考は完全に快楽に飲まれていった。

　奥で爆ぜる彼の熱を受け止めながら、もっと欲しくて私からねだるように口付けして、彼を求めた。

「はは。可愛い」

　お互い荒い息を整えていたけれど、彼が私を抱えて座った。

　そして体の奥で彼の欲望が再び固くなっていくのが分かる。

　熱が抜かれないまま、中を再び圧迫していく。

　また息が整っていなかったのと体の奥がじんじん痙攣していたが、彼が優しく抱き締めてくれた。

　ああ。彼も私の身体をまだ求めてくれている。私も体中が彼のくれた快感で幸せに満たされている。

「華菜美さんも、ちゃんと言ってほしいな」

「え、」

「俺は好きだし、ずっと抱き締めていたいぐらい愛おしいよ」

　心臓が掴まれたような甘い言葉に、体中が電流を浴びたように痺れていく。

「わ、私も好きです」

　好きじゃなきゃここまで恥ずかしい自分を見せられない。

　そして抱き締め返さないよ。

　彼にしがみつくと、腰を掴まれた。

「え、あっ」

　彼の上に座り込んだ形になって、自分の体重で彼の熱棒が奥へ挿入していく。

「まだ足りないって顔してるよ、可愛すぎ」

「だ、って」

　優しいんだもの。

　空気が甘いんだもの。

　それで、中で感じる度に幸せで身体が痺れてしまうんだもの。

　彼が私の腰を掴んで少し持ち上げるだけで、ずるずると熱棒が私の内襞を擦り刺激を与えながら上下して刺激を与えてくる。

「ああっんんっ」

　足に力が入らなくて、彼に倒れかかるように首に抱きつくと、彼の腰が下から何度も私の中を突いてくる。

　腰も抜けているので彼の穿つ動きに翻弄されながら、その快楽を味わう。

　しっとり汗ばんだ互いの肌と快楽で漏れる声に甘い吐息。

　相手も快感で身体が火照っているのを感じて、幸せで満たされていく。

「華菜美さん」

　彼が自分の唇をトントンと指先で示すので、私から口付けをする。

　すると彼が私の腰を掴んで、先ほどより強く下から突いてくる。

「んん──っ」

　頭の中が真っ白になるよう多幸感を味わいながら、もう何度目か分からない快感に身体が満たされていった。





　＊＊＊






　微睡みながら起きる朝。

　体中の鈍痛は、初めての夜と同じ感覚だった。

　彼との甘い夜の次の日は、放り投げた眼鏡を探すことから始まる。

　テーブルに置いてあるので、彼が外してくれたのか拾ってくれたのか、どちらかなのに全く記憶がない。

　それでも甘い夜の記憶は消えない。

　あのときよりも身体が重いのは、あの夜よりも長く深く抱き締め合ったからかもしれない。

　鼻歌とまな板を叩く音に思わず笑ってしまう。

「おはよう」

「ああ、おはよう。これ、もらってるよ」

　フルーツウォーターサーバーを指で突きながら、グラスの中身を一気飲みしていく。

「沢山飲んで欲しい。毎晩どんなの作ろうか考えるだけで楽しいんです」

　夜作って冷蔵庫に入れて朝飲むのだけれど、ついつい好きなフルーツを沢山いれてしまい飲み干せるか不安になるときもある。

　オレンジと苺の二層にしていた今日のフルーツウォーターを、私もグラスにそそいでまな板の上のフルーツを見る。

「もう少し遅く起きても大丈夫だったよ。俺は今日、休みだし」

　切っていたのはマンゴーで、私の口に一つ放り込んでくれた。冷えていて美味しい。

「お休みなんですか？　私も今日は色々動きたくて、早く目覚めちゃった」

　お返しにフォークを持ってきてマンゴーを彼の口元に運ぶと、彼は器用に切りながら食べてくれた。

「休み。もしかしたら君のおじいさんに呼び出されるかもだけど、今のところは動けるよ。どこ行きたいの？」

「ふふ。沢山。恵士さんのおかげで色々ふっきれたから、興味なかったことをやってみようかなと」

「面白そう。付き合うよ」

「いいの？　私も知識がないからぐたぐたになっちゃうかもしれないんですけど」

「もちろん」

　切ったフルーツをお皿に移しながら、なんだか恵士さんも楽しそうだ。

　私も一人で入るには緊張するお店もあったので、彼から言ってくれて嬉しい。

　お皿に乗ったフルーツよりも甘い彼との空間に、胸焼けしそうなので、行く前にレモンソーダを作っておいた。
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　仕事中は基本的に眼鏡だったが、シーンによってはコンタクトにしていた。ただでさえ感情がないだの人形みたいだの言われるので、コンタクトをしたら少しは印象を和らげれると思ったから。

　でも効果はなかったので、眼鏡を多用していたけど、もう仕事中の印象も気にしなくて良いのならばコンタクトも試してみたい。度が入ったカラコンを見てみたい。

　一番種類が豊富なお店に連れてきてもらった。

「そんなに目が悪いの？」

「いえ、０．４とかはあったはず。でも私、黒髪に真っ黒な瞳なんで。恵士さんみたいにブラウンの瞳とか挑戦してみたいです」

「なるほど」

　一緒になって選んでくれたのが嬉しくて、三種類も購入してしまった。

　髪もカラコンに合わせてブルーブラックに染めてみた。

　洋服も普段購入しているお店ではなく、今まで似合わないと思っていたブランドに挑戦してみた。

　仕事では身体のラインが綺麗に見える大人っぽく上品な洋服ばかりだったけど、自分でコーディネートしている部屋は、ゆったりくつろげる部屋だ。だぼっとしたワンピースとかふわふわもこもこな部屋着を準備したくて勇気を出してお店に入った。

　ここは恵士さんは楽しくないかなと不安だったけど、一緒に洋服を見てくれて楽しかった。

　気付けば両手に沢山の紙袋を抱えてしまった。

　付き合わせてしまったので、前から入ってみたいと思っていたお店でご馳走した。

　大衆喫茶と看板に書いているが、世界中から買い漁った何千種類もの珈琲豆がカウンターの奥の棚に飾られているお洒落なお店。

　その日の気分を伝えたら、その人に合った珈琲をブレンドしてくれるらしい

　挽きたての豆の香りが漂う店内は、珈琲が届くまでわくわくさせてくれる。

「ヘアサロンは時間掛かっちゃったから、お待たせしましたよね。すみません」

「いやラッピングに時間かかったからちょうどよかったよ」

　ラッピング？

　恵士さんも見たい物があると出て行ったけれど、何を購入したんだろう。

「そうだ。俺も普段買わない物を衝動買いしたんだけど、見てよ」

　雑貨屋の紙袋を渡されて、中を見るとデトックスウォーター用の小瓶と保冷剤が入っていた。保冷剤は、猫や苺、ハート型と種類が沢山でどれも可愛い。

「これとても可愛いです！　恵士さんが選んだんですかっ」

「そう。雑貨屋を通り過ぎようとしたら、華菜美さんが好きそうな可愛い形の保冷剤だったから。種類が沢山合って悩んだから全種類買った」

「凄いです。大好きなんですよ、可愛いの」

　フルーツを切ってお弁当代わりに持って行くとき、猫の保冷剤を使っていた。一度、どこに行ったか分からなくなってから、紛失しても良いように何個も購入していたんだよね。

　恵士さんには私のこと、何でもお見通しなのかなって思ってしまう。

「この後、どこか行きたい場所ある？」

「もう満足です。もし恵士さんが行きたい場所があるなら、次は私が付き合います」

「じゃあ、車回してくるから、ロータリーで待っててもらっていいかな」

　私が頷くと、恵士さんはお会計を済ませてお店を出てしまった。私が買った商品の紙袋を両手に持っていってくれてる。

　連れ回したから、私がお礼したかったのに何から何までスマートというかずるい人だ。

　でもそんな彼が、猫の保冷剤を手に持って悩む姿を想像するとほっこりしてしまう。これだけは彼に持ってもらわず、自分で持って歩いた。

　午前中から出掛けていたのに、窓から外を見上げればもうすっかり日が落ちていた。ぽつぽつと帰宅するサラリーマンの姿も見える。

　一日、仕事もなくおでかけして散財するのは初めての経験で楽しかったな。

　カフェを出て、ロータリー前でショーウインドウに映った自分の髪型を確認。

　ブラウンのカラコンもブルーブラウンの髪も、そこまで冒険していないけどいつも絶対に私がしないようなスタイルだ。

　もう少し服や髪型を研究して自分の似合う物が分かってきたら、髪の毛を明るくするのも悪くないかな。

　両親も祖父も驚くかもしれないが、もう子どもではないのでそこら辺は自由にしてくれそう。

　良い歳して何をしてるのかと内心は苦笑いしてるんだけど、楽しいのも本当だから困ってしまう。

「え、うっそ。小鳥遊さん？」

　ちょっと舌っ足らずな見覚えのある声に振り返ると、佐伯さんが立っていた。

「佐伯さんと──陸」

　佐伯さんの腰を引き寄せて隣に立っているのは陸だ。私に気付いて、露骨に不機嫌になってしまった。佐伯さんは逆で、見せつけるように陸にぴったりくっついて勝ち誇った笑みを浮かべている。

「お久しぶりですぅ。大変なんですよ、小鳥遊さんが仕事放り投げて辞めちゃうから、しわ寄せがすんごいんです」

「そう。でも貴方が陸を支えてあげるならば、あれぐらいの仕事量はこなさなくちゃね」

　安倍さんに迷惑だけはかけないでほしいし、社長の妻という立場になれば、彼女の会社での立ち振る舞いも気をつけなければいけないと思う。

　単純にアドバイス的な意味で言ったのだけど、彼女の顔も不機嫌になるのが分かった。

　そして私が持っている雑貨屋の紙袋を見て、鼻で笑ってきた。

「えー。小鳥遊さんってば可愛らしい紙袋持ってますね」

「ええ。可愛い雑貨が好きなの」

「全然見えない。それにその髪色とか服とか、無理してそう。どうしたんですか」

　まあ無難なブランドのスーツに眼鏡姿の私しか知らない佐伯さんにとって、私の今の姿は珍しいかもしれない。

「自由の身になったので好きな物に囲まれて充実してるの。私はこの姿、けっこう気に入ってるのよ」

　ふと彼女を見れば、口に手を当てて笑っていて、そのネイルも可愛い。

　次は私もネイルに凝ってみようかな。

「今まで恵まれた環境でしたものね。安物に囲まれるのお似合いかもですよ。見て下さい、私のこれ」

　佐伯さんは得意げに小さな紙袋を突き出すと、陸の方へ甘えたように抱きついた。

「今日、日本に上陸した海外ブランドなんです。オープンしたから行ってみたいって社長に言ったら付き合ってくれて、しかもブレスレット買ってくれたんです」

「へえ。陸がね」

「とっても高級だから、本当に嬉しい。社長、ありがとう」

　私なんて幼少期からの付き合いだけど誕生日プレゼントすらもらったことない。

　好きな人には意外とマメなんだ。

　それはそれで安心できる。陸は単に私にだけ我が儘で塩対応なんだね。

　陸の方を見れば、私をただただ睨むだけ。

　言いたいことがあれば言えば良いのに可哀そうな人だ。

「華菜美さん」

　クラクションと共に私たちの横に車が止まった。

　すると恵士さんが車を降りて私の隣まで迎えに来てくれた。

「凄い偶然ですね」

　恵士さんは私の方を向きながら少しだけ驚いた声をあげる。

　彼らに挨拶もせず私に駆け寄ってくれた彼に、思わず顔が蕩けてしまう。

「わあ。いつも社長がお世話になってますう」

　佐伯さんは恵士さんを見るなり、先ほどより一オクターブ高い声で話し出した。

　笑顔でちょっと首を傾げ甘えた声を出す佐伯さんは素直に可愛いと思う。

「今、会社の方は大変そうだけど大丈夫ですか？」

　恵士さんは陸に微笑みかけるのに、陸の方は無愛想だ。

「樫屋さんや華菜美が気にすることはないですよ」

「まあそうですね。経営が傾いてたら呑気に買い物なんてしてませんよね」

　恵士さんの棘のある言葉に、これ以上ここにいてヒートアップされても大変だと察し、助手席に乗り込もうと逃げると、助手席に大量の箱が積まれているのに気付いた。

「ああ、ごめん。後ろに移動するね」

「何を購入したんですか」

　彼が両手一杯に箱を持つと、佐伯さんが悲鳴をあげるのが聞こえた。

「それ、その箱！」

「これですか。今日開店した知り合いのブランドで購入したんです。ゲストとして招待されていたけど、女性物がメインなんで全て彼女へのプレゼントです。ああ、でも記念品とかもいくつかあるかな」

　よく見れば、恵士さんが持っている箱と佐伯さんの持っている小さな紙袋には同じブランドロゴが烙印されている。

　そんなに有名なブランドなのか。

　今日はいつも素通りしていたけど、入ってみたかったお店ばかり検索していたので、新しいブランドの上陸なんて知らなかった。

「店長から恋人に喜ばれるから絶対に買えと言われて、華菜美さんが選んだ服や髪型に合わせて、バッグや靴とか似合いそうな物全部買っておいたよ」

「ええ、そんな、こんなに」

　箱を持ち抱えると、彼の背を軽々超えてしまった。何個購入したのか狼狽えてしまう。

　箱にはリボンが巻かれているので、先ほどラッピングに時間が掛かると話していたのは、この大量のプレゼントのことだったのかも。

　大量の箱を見て、佐伯さんが大きく目を見開いて口を開けていた。

　私の視線に気付くと、横を向いて陸に買ってもらった小さな紙袋を背中に隠し、気まずそうにしている。

　陸から贈り物をもらっている時点ですごく大切にしてもらっているんだから、隠す必要はないのに。

「香水とかオルゴールまであって、こっちは君の部屋に飾ったら可愛いだろうなって」

「か、買いすぎです」

　あわあわしていると、陸が小さく「君の部屋？」と零すのが聞こえてしまった。

「そう。貴方との口約束の婚約のことで、私の回りが落ち着くまで彼の家に居候させてもらってて」

「あれ。恋人になったんだから、もう出て行かないでしょ」

「け、恵士さんっ」

　何も二人の前で言わなくてもと真っ青になったけど、彼は楽しそう。

　このタイミングで二人に私たちの関係がばれてしまうのは、空気的に良くない。

　ぴりっとした空気の圧に、私は二人の方を振り返れない。

「君たちもデート中ですよね。お互い邪魔しちゃ悪いから、もう行きますか」

「そ、そうですね。お二人とも、楽しんで」

　後部席に移動した箱から視線が動かせない。

　私の背中を二人はどんな風に見ているのだろうか。怖すぎて確認もできない。

　助手席のドアを開けてもらって、そそくさと乗り込む。

「こんな場所にいて、本当に大丈夫なのかな。陣内社長」

　彼も乗り込んだ後、嘆息した。

「そんなに会社が大変なんですか？」

　佐伯さんの様子もいつも通りだったし陸も私に対する態度は相変わらずだったけれど。

「蘆名さんの関係者はほぼ全て、今の仕事が終わり次第取引を終了するみたいなんだよね」

「そうなんですね」

　祖父の関係者とはいえ、数年、数十年と馴染みのある方々もいる。信頼関係ができていれば、そんなことにはならないはず。

　色々策を考えようとしたけれど、私はもう解雇された側で、会社のことに口出す権利はない。

「この後やっぱり蘆名さんが一緒に食事を誘ってくれてるんで、華菜美さんも行こうよ」

「えー。いいんですか」

　仕事の延長線上だったら邪魔になる気がする。

「もちろん。二週間以上会ってないのも珍しいでしょ。喜ぶよ」

　一瞬、仕事モードで話していた彼だけど、祖父の話になると仕事モードではなくなった。

　ただただ仕事で仲良くなった相手との食事という認識らしい。

「でも蘆名さんには、華菜美さんを口説くと宣言してたから、正式に恋人になったと報告はしても大丈夫？」

「はい、お願いします。私からも言ってみます」

　祖父がどんな表情を見せるのか、それだけは想像できない。

　陸みたいに不機嫌にはならないのは分かってるけどね。
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　お言葉に甘えて、祖父と恵士さんと食事に行った。

　普段絶対行かないような高級懐石料理屋で、着物姿の女将が通してくれた部屋は、お店の一番奥。長い廊下を渡った先だ。

　祖父は私に沢山謝ってくれたけど、祖父が全部悪いわけではないので私も謝った。

　もう少し私がしっかりしていたり、何か目標があればこんな事態にならなかった。

　陸を甘やかしたのにも責任を感じてしまう。

「後のことは気にしなくていい。もし陸から連絡があっても一人で会うのも止めておきなさい。樫屋同伴でとか」

「まあ連絡なんてこないと思うよ」

　きっと今は私のこと、心底嫌ってそうだもの。

　コース料理の終わり、デザートの濃い抹茶ティラミスなんてものを頂きながら、近況も話すことができた。

　カフェのバイトをしてみたいとかカラコンの種類とか恵士さんがブランド品大量に買ったこととか、まるで学生みたいな内容を沢山話してしまった。

「うーん。ウチの子は綺麗だと思っていたが可愛いな」

「分かります。俺も最近、気付きましたよ」

　二人で何を言っているんだか。

　私の評価については、きっと佐伯さんとか陸の方が一般的というか客観的に見えていると思う。

　そんな柵から解放されただけで、人形だと機械だと言われていた私が、簡単に評価が変わるわけない。

　でも二人がそう思ってくれるのであれば十分だと思う。

　恵士さんが用意してくれた部屋に、壁いっぱい飾り棚を作ってもらう。

　そこにこれから自分が好きだと思う物を飾っていこうと思う。





　＊＊＊






　それから四日ほど過ぎた頃、安倍さんから連絡が来た。

　私の私物を纏めてくれたので、住所を教えて欲しいとのこと。

　辞めてから色々と迷惑をかけたことのお詫びがしたかったので、会社の近くで待ち合わせして食事でもという話になった。

　恵士さんに伝えると「じゃあ俺もその日はそっちの会社に顔出すから、一緒に帰ろうか」と言われた。

　次の就職先についても、マンション下にあるカフェの店主である名越さんに働きたいと伝えたら、喜んでくれて制服の採寸までしてくれた。今はメニューの作り方を教わっている。こだわりというか、メニューの作り方も色々と難しく、厳しく教えてくれるのは新鮮で私もついつい熱が入ってしまう。料理には厳しく妥協を許さない部分はリスペクトでしかない。

「安倍さん」

　お店の前で立っている安倍さんを見かけて駆け寄った。

　ショートカットに糊のきいたスーツ。鼻筋の高い美人さんはすぐに見つけることができた。腕時計を気にしながら立っている姿は、ほんの一ヶ月まえの私の姿と重なった。

「もおおお。先輩っ。今日も大変だったんですからああ」

　彼女の疲れた感情が伝わってくる。いつもクール美人な彼女だが、今にも私に抱き着いてきそうなほどだった。

「本当にご迷惑かけてごめんね。まだ大変なの？」

　お店に入ると予約席に案内される。

　観葉植物で隠された一番奥の席は、行き来する道路を見渡せる見晴らしの良い席だ。

「大変というか、経営の方は詳しくは分からないですけど、佐伯さんの方です」

「あー……そうなの」

「仕事はできない、ミスは多い、注意すると苛められると騒ぐ。前は人の彼氏にちょっかいかけて遊んでたから、社長の恋人になってその部分は落ち着いたかもですが」

　思わず共感して頷いてしまった。何を言っても効果なかったからなあ。

「貴方も大変ね。今日もそんな調子だったの？」

「いえ。今日は出勤してないというか、出勤できないというか」

　ごにょごにょと濁した後、大きなため息と共に机に突っ伏した。

「もう聞いて下さいよ。先輩はＳＮＳしてないんですか？　今、彼女炎上していて」

「炎上？」

　安倍さんが携帯を取りだしてくれたので、見せてもらうと、彼女が昨日買ってもらったブランド品と一緒に微笑んでいる写真が見えた。

「大事な会議の資料の準備放置して、社長と買い物行ってるんです」

「確かにそれは駄目だけど、これが炎上してるの？」

「コメント欄に給湯室で煙草吸ってる画像と仕事さぼって社長と腕組んで歩いてる姿が投稿されちゃって、内部告発みたいなコメントが沢山。女子社員からは評判悪かったので」

「うわぁ……」

　コメント欄を見ていると仕事面に関しては本当のことばかり書かれている。

　数万以上のフォロワーがいる彼女は、面白おかしく騒がれてしまうようだ。

　会社内の写真の投稿は、会社の顧問弁護士に相談すれば削除はできるだろうけど、日頃の彼女の行いや会社外のことについての中傷はこちらでは守ってあげるのは難しいな。

「じゃあ今日は自宅待機してるのかな」

「いえ。社長が心配して社長室で保護してます」

　なんで。

　頭を抑えて机に倒れ込んでしまった。

　公私混同せずここは家にいてもらわないと。

　陸も彼女の処分を検討しないといけない立場なのに、何をしてるんだろう。

「今頃社長に泣きついてるんでしょうね。佐伯さんは何も悪くないって判断しそう」

「そうね。でも社員まで中傷が広がったら大変だし」

「私は別に平気ですけど、社長を婚約破棄させたって書かれてたし先輩に飛び火しないか、そこだけは心配です」

「安倍さん……っ」

　こんな私でも心配してくれる社員もいたんだ。それだけで嬉しい。

「社長ってちょっと子どもっぽくて短気なところがあったけど、先輩がフォローしてたから問題がおこらなかっただけで、今後はきっと大変なんだろうなって思います。先輩がフォローしてた仕事部分で結構残業をしていて、お願いした確認作業も後回しにされたり、頼りなくて不安です」

「そうね。私が人事整えてから辞めれたら良かったんだけど」

「あんな招待客が大勢いる前で婚約破棄を宣言されたら普通はああなりますよ。先輩は一ミリも悪くないです」

　彼を甘やかした点だけは反省しているけど、突然解雇を言い渡された側だからね。会社に助言も何も言えない状態だ。

「私も転職考えてます。この炎上が落ち着いたら探してみようかな」

「良いと思う。私で良ければ手伝うからね」

「先輩はどうなんですか」

　恵士さんの家に転がり込んでいることは伏せて、彼と恋人になったこととカフェで働きながら自分探しすることを伝えた。

「えー。『リ・アグルーミ』のオーナーって昨年イタリアの有名な五つ星レストランで働いてた人ですよ！」

「なんでそんなこと知ってるの？」

「そのレストランで日本人が働いたのは史上初だからですよ。デザート担当していたみたいですけど、日本で開業するって噂、本当だったんですね。オープンしたら絶対に行きます！」

　そんな凄い経歴の方だったんだ。恵士さんも名越さんも教えてくれないから知らなかった。

　確かにメニューも可愛いし素材も拘ってて、凄い人だとは思っていたけど。

「働くってことは弟子ってことですか？　弟子は持たない主義の人ですよ」

「いや落ち着くまでお手伝いなんで、弟子なんておこがましい。私も目標とかやりたいこと探したいし」

　自分探しと言おうとしたけど、恥ずかしくて言えなかった。二十七にして自分探し途中とか、キャリアウーマンの安倍さんに語るのは、恥ずかしすぎる。学生時代は勉強、就職してからは仕事しかしてこなかったのは自分だけど、面白みがない。

「あれ、先輩、スマホ光ってますよ」

『今、会社に着いたよ』

「あ、恵士さん、会社に着いたって」

「お待たせしたら悪いですよね、これ先輩の荷物と私と秘書課からのお礼です」

「わあ、ありがとう」

　良い香りのする紙袋を渡されて、驚いた。

　この香りはバス系かな。入浴剤とか拘ったことないので嬉しい。

「また落ち着いたら愚痴に付き合って下さい。次は朝まで聞いてもらいます」

「ふふ。私で良ければ」

　こんなランチぐらいでは終わらない愚痴が沢山あるようだ。吐き出せる場所になるならば、喜んで聞く。それぐらいしかもう部下やあの会社にはできないから。

「良かった！　こう言ったらいろいろ失礼ですけど、今の先輩見てたら笑顔が素敵で……あんな会社と男から離れられて良かったですよ」

「こらこら」

　恵士さんへ自分も会社の方へ向かうと返信をうとうとしたが、着信履歴が四件あることに気付いた。

　全部、陸からの着信だ。着信拒否にしていたけどもう連絡は来ないかと一旦解除したのが仇になった。

　私物はもう返してもらったし、彼から連絡がくる理由が浮かばないので、不気味だ。

「そういえば樫屋社長は何のご用事でいらしたんでしょう？」

「うーん。私も詳しくは聞いていないんだけど……」

　中に入ってるなら、用事が終わるまでここで待ってようかな。

　今会社の方へ向かうと陸と鉢合わせしそうで嫌だ。

「私、様子見てきますね、待ってて下さい」

「ごめんなさいね。ありがとう」

　小走りで会社へ向かう安倍さんを見送りながら、液晶画面に残る着信履歴四件に、重いため息をぶつけてしまった。

　恵士さんが今後、陸の会社と仕事していくのかも分からないし、私が口出ししていい問題ではない。

　でも心がざわざわしてしまう。

　私が気にしてもどうすることもできないのだから、忘れなきゃ。

　カフェのメニューを見て、名越さんのカフェのメニューと比べてみようかな。珈琲よりはフルーツ系の飲み物メインだから、メニューを増やすことがあれば何かアイデアになるかな。

「先輩っ」

「え、安倍さん？」

　Ｕターンしてくるには早すぎるけど、どうしたんだろう。

「佐伯さんが樫屋社長に話しかけてました。ただならぬ様子でしたよ」

「えー……」

　その言葉に不安や怒りよりも、爆弾を自ら投下する彼女に呆れてしまっていた。
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　安倍さんに案内され、社員に見つからないよう社長室のある最上階までエレベーターで向かうと、佐伯さんと恵士さんが社長室で只事ではない雰囲気で話しているのが見えた。

　観葉植物と柱に隠れてこっそり近づく。

「私、自分のことより貴方のことが心配で飛び出してきちゃいました」

　口元を手で隠し、ほろほろ泣いた後、佐伯さんは上目遣いで恵士さんを見上げた。

　炎上して中傷を浴びている彼女を少しは心配していたけれど、しっかり化粧して綺麗に巻かれた髪を見ると、彼女の神経の図太さに感心してしまいそう。

　安倍さん曰く、恵士さんに駆け寄ろうとしたら佐伯さんがエレベーターから飛び出して、恵士さんに抱きつこうとしたらしい。

　それを華麗に避けて、注目を浴びている佐伯さんと一緒に社長室へ行ったらしい。

　社長室の扉を開け、彼は窓の方を見ている。

　佐伯さんが距離を縮ませる度に、距離を取る姿は彼らしくて笑ってしまった。

「つまり貴方は、俺のことを心配して泣いてくれてるんですね」

「そうですよ。小鳥遊さんって蘆名監査役の権力で会社を操ってたし、逆らえなかったんです。私は陣内社長が可哀想で相談をされていました。一緒に会社のためを考えた上で、あの場で婚約破棄の言い渡しを提案しました。回りに証明しないとどんな力でねじ伏せられるか怖くて。私も彼女からの復讐が怖くて彼女の地位を奪うことでしか自分を守る方法が分からなかったんです」

　安倍さんが社長室へ飛び込もうとしたので、腕を押さえた。

　私的には招待客や社員の前で、私の地位を転落させようとしていたように感じたけれど、二人にしてみれば権力を笠にこの会社を操っていた悪役令嬢なのね。

「あの日以降、会社に来なくなって警戒してたのに。あの人、蘆名監査役に泣きついたんです。蘆名監査役の人脈全て使って、今後はうちとお仕事考えたいって言ってくる取引先が増えて、陸さん、本当に可哀想です」

　やはり祖父の知り合いには距離を取られたわけか。

　そもそもあの就任パーティーのときに、各所に挨拶できていたのかな。招いたのだから、一人一人きちんと話さなければ、元々は陸のために取引していたわけじゃない人々だし。

「君は華菜美さんが身内の権力を使ってこの会社を潰そうとしていると？」

「それだけじゃないんです。女子社員を使って私のＳＮＳを荒らしたり、酷い中傷ばかり。私、樫屋社長が本当に心配です。今後、彼女と一緒にいたら、何か気に障ることをしたら貴方の会社がどうなるか。私だって心が潰されそうなほど辛いのだから、貴方が同じ気持ちになるのは、耐えられない、です」

　頬を流れた涙を見て、息を呑んだ。

　どうして同じ人間でも彼女みたいに息を呑むほどの美人と、私みたいに表情が乏しい人形みたいな人間が生まれてしまうんだろう。差が激しい。

「小鳥遊さんみたいに生まれたときからお金持ちの人間には私たちみたいに努力して頑張っている側の気持ちなんて分からないんですよ。私なら、樫屋さんの気持ち、分かります」

　佐伯さんからは散々嫌味のように言われてた。

　生まれ持ったステータスだとか、バイト禁止でできなかったのはお嬢様自慢だとか。

　確かに私の祖父の人脈は広いけど、母は富豪ではない父と結婚している。私だって一般のサラリーマンの家庭で育っていると思っていたんだけど、私の考えはずれているのか。

「はは。君が俺の気持ちが分かる？」

「分かりますよ。大学時代に起業して、親や回りの助けもなく努力で頑張ってきた樫屋社長のことは、小鳥遊さんよりも分かるつもりですよ」

　一歩近づいた佐伯さんに、今度は恵士さんは逃げなかった。

　代わりに彼は社長室に響くぐらい笑い出した。

「笑わせないで。君は思慮深くもなければ浅はかだ。俺には陣内社長みたいに色仕掛けや泣き落としは効かないよ」

　面白い妄言だったよと笑い終わった後、彼は振り返った。

　う、わあ。

　廊下から見ていた私と安倍さんの姿を捉えて、一瞬目を丸くした後、不敵に微笑まれた。

　覗くというよりがっつり二人の様子を見ていたのがばれた。

「そして何も分かっていないよ。俺が彼女のことを憶測で好き勝手に言われるのが許せないことをね」

「……恵士さん」

「入ってくれば良いのに。ちょうどこの女性が、君の話をしていたよ」

　私の隣に来ると、見せつけるかのように腰を引き寄せてきた。

　佐伯さんがふるふる震えているのが分かる。

　今話しかけても火に油を注ぐことになるのは目に見えている。

「用事は終わったの？」

「いや、呼び出してきた社長とまだ会えてないし、案内してくれた彼女はあんな感じだし」

「さ、探してまいります」

　安倍さんが真っ青になって廊下を駆けていく。

　この状況は、どうすれば収拾がつくのか考えただけで頭が痛い。

　今、彼女に何か言えば百ぐらいになって返ってきそうだから、見ないことにする。彼女を挑発しても良いことはない。

　それに恵士さんは全く耳を貸さなかったのだから、彼女の発言は信頼に値しないことは明白だ。

「重そうだね。その荷物持つよ」

「あ、いえ。私物は自分でもすっかり忘れていたパソコン周辺機器とかぐらいで。秘書課から退職祝いに戴いたプレゼントは自分で持って帰りたいし」

「良い匂いだね。バスボウルなら今日は一緒に入ろうか」

「……恵士さん」

　彼女を刺激しないで欲しいのに甘い雰囲気や言葉はやめてほしい。私まで真っ赤になってしまう。

「うそ。クビでしょ。解雇されたんでしょ。そのプレゼント知らない」

　ほら。彼女の矛先は私に向いてくる。

　いい加減、うんざりしてしまう。

「彼女ほど会社に貢献されていた人物が、社長の一言で簡単に解雇されるわけないだろう。あの場の一言で手続きも何もせず解雇された方が問題になるよ」

「け、恵士さん、外に出ましょう」

「ずるい！　小鳥遊さんって本当にずるい！　実家は金持ちだし欲しい物は何でも用意してもらってるし。余裕あるから誰にも愛想ふりまかなくてもちやほやしてもらってるし。努力しなくても御曹司と婚約してるし。可愛くないし冷たいし、自分の力じゃないくせに」

「……だから俺に色仕掛けしかけたり、彼女を攻撃してるのか？」

　流石の恵士さんも目を大きく見開いて驚いた後、呆れていた。

　彼女は妄言ではなく、彼女の目からは本当に私は祖父の権力を笠に会社を操り、御曹司と婚約して、彼女を冷遇していじめていたように見えたのかもしれない。

　それは表情に感情が乗らないと諦めていた私が悪い部分もある。もう少し、表情は変わらずとも言葉で彼女と親睦を深める必要があった。

「ごめんなさいね。貴方に冷たくしたことは本当にないのよ。でもしっかりしてほしくて厳しく注意しすぎたかもしれない」

　陸のために自分に厳しく、つねに会社を支えようと、しっかりしようと緊張感を持って仕事していたのかもしれない。その緊張感が、必要ない張り詰めた空気を作っていたのかな。

　恵士さんの前ではリラックスできるし、本当の自分を出せるから気付かなかったけど、この会社にいるときの自分は、常に自分を偽っていた。

「華菜美！　どういうつもりだ！」

　遅れて登場した王子さまは、私と恵士さんを見るやいなや佐伯さんを抱き締め、私を睨み付けてきた。

「状況も分からずに、怒鳴るのはやめて」

「お前は、なぜ莉美を目の敵にするんだ。お前が苛めるから、今、莉美は追い詰められてるんだぞ」

「私に何度も着信残したのは、それを言うためなの？」

　頭が痛い。

　この状況をどう収めようか、考えただけで頭が痛む。

「それだけじゃない！　吉永社長が来期からの取引を考えさせてくれと連絡してきた！」

　吉永さんが。

　それは仕方ない。彼は就任パーティーのときから陸をよく思っていなかった。

「吉永社長だけではない。他にも何人も仕事を断ってきた。蘆名じいさんは縛り付けて悪かったなと謝ってきたが何もしてくれない」

「だって貴方がお祖父様の権力に縛られて自由が何一つないと言い放ったんでしょう。私に連絡されても困るわ。私だって会社を辞めた後、自分のことでいっぱいいっぱいなの」

　私に怒鳴り散らかせば、分かったわよと助けてくれると思ったのかな。

　私は反抗期の子どもの言うことを何でも受け入れてあげるお母さんではない。

　今まで全部許してきたのは、言われるがまま婚約者の立場を受け入れていたからだけど、もう違う。

「私と陸は、もう他人でしょ。仕事も関わるなとクビにしようとしたでしょ。それでも私は貴方に尽くさなきゃいけないの？　怒鳴られても何でも受け入れてご機嫌を伺わないといけないの？」

　馬鹿にしすぎだ。

　佐伯さんも陸も、私に何を言っても許されると思ってるのね。

「私はもう飾りでもお人形でもない」

　可愛いねと言われ、泣きたいほど嬉しいほどの感情がある。

　可愛い小物を愛でて、大好きなフルーツでジュースを作ったり、名越オーナーとメニューを考えたり、ささやかな幸せで満たされる心がある。

　抱き締めて、抱き締められて、愛情で満たされている。

「甘やかしてしまったことは謝罪するけど、私も祖父の力も借りずに貴方はこの会社を守ると決めたのなら、頑張ってとしか言えない」

　もう私が、陸に何をしても全て悪手でしかないよ。

　自分の気持ちはきちんと話したつもりだったけれど、陸の表情はまだ頑なに私への憎悪で歪んでいる。

　今のこの現状は、私が全ての原因だと思っている。

　誰かのせいにして誰かを悪者に仕立て上げるのは簡単だ。

　私だって佐伯さんや陸を憎めば、被害者として楽になる部分もある。

　きっとこの二人も私を悪役にして現実逃避して楽になりたいんだろう。

「うちも君の会社とは取引は止めます。元々蘆名さんに頭を下げられて取引していたんです。会社が軌道に乗るまでは取引してくれないかと。あの蘆名さんが頭を下げたんですよ、貴方のために」

　恵士さんは冷たい視線で、佐伯さんを抱き締める陸を見た後、すぐに微笑んだ。

　私に見せるような表情ではなく、作られたよそ行きの笑顔だ。

「これから君は色んな取引先から距離を取られますよ。蘆名さんが貴方の会社を助けようと頭を下げたり、蘆名さんのために力になりたいと思っていた方々はもう貴方の会社に思い入れも何もなくなる」

　現実を突きつけられ真っ青になる陸に、私も胸が痛んだが何もできない。

　横の彼女も同じく真っ青になっている。

　社長だからといって苦労せず豪遊できるとでも思っているのだったら浅はかだ。元々、この陣内電業社は陸のご両親がいたときから経営が傾いていた。それを助けようと手を差し出した祖父の権力が陸には息苦しい物だったのだから、こうなってしまう。

「陸……確かに私達は貴方を助けすぎた。でも私達の力がなくても、仕事面では少しも恥じる部分はないでしょう。貴方が一番分かっていると思うけど、社員たちは優秀だし。今度は貴方が社員のために取引先に頭を下げる番だとおもうよ」

　祖父の人脈で繋がった仕事だったとしても実力は信頼されているのだから、人脈が切れたならば自分で仕事を取りに行けば良い。

「そうそう。俺も起業したときは我武者羅に仕事探したよ。ご両親が残した会社だ。婚約者と一緒に頑張って。また取引できる未来を信じているよ」

　恵士さんは陸の肩を叩くと、少し辛そうにぎこちなく笑った。

　俯く陸の隣で焦っている佐伯さんも見えるけど、私も安倍さんにお礼を言って恵士さんと会社を出た。

　佐伯さんは陸を支えてくれると良いな。

　もう彼を叱ってくれたり甘やかしてくれる人は、きっと佐伯さんだけだから。

　会社の廊下を歩くと、社員から何人も声をかけられた。戻ってきたわけじゃなく、私物を取りにきたと適当に説明したら悲しんでくれる人も多かった。

　佐伯さんみたいに私の小言は煩わしくて、面倒くさいと思われていると思っていたけれど、意外と慕ってくれている人もいた。

　私も何にも見えていなかったな。

　陸がどんな思いで私の横に立っていて、どれぐらい私を嫌っていたのかも分かっていなかった。

　自分のご両親の会社が乗っ取られそうできっと私の存在は恐怖だったんだと思う。

　私は私で、陸と何も話し合ったことはない。

　ただただ、このまま結婚はため息が出るぐらい億劫だったんだ。

　これで良かった。

　不器用で立ち回りが下手な私と陸だから、散々回りに迷惑をかけてしまったが、きちんと自分たちの現実が分かって良かった。

　この世界から連れ出してくれた恵士さんがいなかったら、私は陸も苦しめていた。

「恵士さん、ありがとう」

　立体駐車場の彼の車の前で、誰もいないことを確認してから後ろから抱きついてしまった。

　でも本当の気持ちだ。

　こんな面倒くさい状況の私を、救ってくれたのは恵士さんだ。

「あはは。陣内電業会社は今後が茨の道だなあ。でも彼も若いし、あの女性も強かだから大丈夫だよ」

　私が陸たちを心配しているのもお見通しか。

　心配しても仕方ない。私も陸に謝って欲しいわけではない。もうお互いの人生に干渉しなければ、いい。

「やっぱ私の環境って恵まれすぎなんですよね」

「恵まれすぎというか、特殊なのかもね。ご両親は普通だし」

　車に乗り込み、退職祝いのギフトを抱き締めながら、ため息が出た。

「恵士さんは、どうだったんですか」

「俺も特殊だよ。一般的な家庭だとは思うけど」

　ドライブしようかと言ってくれて、海沿いを走りながら、彼は話してくれた。

　いつもどこか楽しそうに話してくれるから、私も恵士さんのことは聞きやすい。

「大学入学と同時に四年間の学費が入った通帳を渡されて一人暮らしするよう言われたんだ」

「学費だけですか？」

「ああ。生活費とか自分で工面するかたちかな。四年間の学費だけでも出してもらっただけ感謝だし、バイトは元からするつもりだったから」

　うちとは逆だ。女の子だから一人暮らしは心配とか、大学に通うからには学業に専念しなさいと言われたっけな。

「ちなみに兄がいるんだが、兄はその通帳もらった次の日にその学費ほとんど使って車を買って父から追いかけ回されてたよ」

「車っ。大胆ですね」

　蟻とキリギリスの、キリギリスみたいな言動だ。

「俺はバイトしつつ、そのお金を使って起業したから、そこが特殊といえば特殊かな。でも好きな車を買うのもバイトして真面目に四年間過ごすのも、選択は沢山あったし俺は自由だったかな」

　自由か。

　私も大学はなんとなく経済学選んでしまったし自分で祖父の決めた道の地盤を整えていたな。

「生まれた環境は選べないけど、先ほどの彼女も自分の容姿が武器にできると強かに生きていたし、陣内社長も不満はあったろうが、蘆名さんが整えた会社の社長の地位はもらえたんだから、後は自分次第じゃないかな」

　自分次第。

「華菜美さんは自分が人形じゃないと気付けたんだから、もうそれでいいんだよ」

　運転中なのに、片手で頭を撫でられた。

　私を子どものように扱うのは、恵士さんと祖父ぐらいだ。

「恵士さんのおかげです。恵士さんがいなかったら私、悪いことだって逃げてた」

「悪いことが楽しいと気づけたのは俺のおかげが。攫った甲斐があったな」

　本当に、そう思う。

　私がつまらなそうな人形みたいだと気付いて、あの場所から連れ出してくれたのは恵士さんだ。

「じゃあ、後でお礼にキスでもしてもらおうかな。あの場で陣内社長に殴りかからなかったし、俺も大人になったよ」

「ふふ。殴ろうと思ったんですか」

「子どもを殴るのは大人げないと我慢したよ」

　確かにね。陸は甘やかされた子どもだ。

　怒鳴り散らして地団駄踏む子どもみたいだった。これからどう成長するか、もう関わることはないけれど、楽しみにしている。

「とても素敵だった恵士さんにキスぐらい沢山してあげますよ」

「言ったな」

「素敵なバスボウルも沢山あるので、一緒にお風呂に入りましょうね」

　今日一日で、更に恵士さんが素敵な人で、よりいっそう好きになった自覚はある。

　抱き締めたいのもキスしたいのも、抱き締められたいのも私の方だ。

「ああ。急いで帰ろうか」

　海を見ながらのドライブの後、家に着いたら私から抱きついて、彼の唇に届くように背伸びしたのだった。







五・夢物語








　その後、安倍さんの話によると佐伯さんと陸は別れてしまったようだ。

　佐伯さんの言い分は、炎上したインフルエンサーなんかと一緒にいると世間体が悪いからと身を引いたらしい。

　経営難な会社の社長を見捨てたように見られて、女性からは反感を買っているみたいだけど、今は何をしても反感を買う時期だからしばらく大人しくするのか、ＳＮＳは休止。会社も退職。インフルエンサーとしての案件も全て白紙になったらしい。

　陸は会社の来年度からの取引のために、今までの取引先に頭を下げに回っているらしい。彼の性格からして頑張っているのではないかと思う。

　祖父にも謝罪に来たけれど、祖父の力は借りたくない気持ちは変わらないらしいので、祖父も同意し預かっていた会社の様々な権利等を正式に返還したらしい。

　恵士さんは一度だけ晩酌中に、陸の会社を吸収するのも面白いかなと計画していたことを言っていた。冗談か尋ねたら、笑っていたけれど瞳が笑っていなかったのだけは覚えている。

　普段優しい人が怒った方がきっと怖いと思う。

　私は手続きが全て終わり、退職金が振り込まれた。家にお金は入れていたけれど、贅沢することもなかったので貯金もある。なかなかの金額が入った通帳を眺めこれからを自分で考えた。

　これを機に遅くなったけれど一人暮らしを決意。せっかくならば、彼が経営しているデザイナーズマンションを購入してもいいかと相談したら、真っ青になって慌てられた。

「うちに部屋を作ったんだから、このままいればいいよ。内装費だって少額ではなかったでしょ」

「でも自立というか甘えられないというか」

「俺だけには甘えて良いよ。そうだな、食事を作ってくれるとか、たまに掃除してくれるとか俺が忙しい日に家事を手伝ってくれたら嬉しい」

　それって結局、家に転がり込んだときと同じ待遇だと思う。

「君は人に甘えるのが下手くそだから、せめて俺に甘えなよ」

　丸め込まれた気もしないでもないけど、結局私は彼の家でお世話になることにした。

　取引先や祖父の知り合いなど、陸の会社よりも待遇がいい会社から、ありがたいことにお声かけ戴いたけれど、今はカフェでバイトしながら資格なんて取りたいなと思っている。

　自分の部屋のコーディネートしたときや、カフェ『リ・アグルーミ』の店内の装飾や、彼の部屋の白を基調にした内装とか。そして可愛い雑貨へのときめきから、インテリアコーディネーターの資格を取ってみようかなと思っている。

　名越さんもお店の内装は知り合いのコーディネーターに頼んだらしい。専門学校に通いつつ建築デザイン会社でバイトすると、その縁でそのまま就職できたりするので、専門学校も薦められた。

　でも来年二十八だから、二年学校に通えば三十。それなら通信で自分で勉強した方が良いかなって思う。

　資格の試験は合格率三十パーセント以下らしい。甘くない数字に、努力しないといけない未来を考えるとやりがいしか感じない。

「今まで可愛い雑貨とかお洒落な家具は自分に似合わないって決めつけてたから、その分野に触れてみたいんですよね」

　オープン前日に、名越夫婦とフルーツを何キロも切りながら、相談してみた。

　佐伯さんに言われた恵まれた環境という言葉に、今更ながらダメージを受けている。

　私の考えは甘すぎて、世間を舐めているのかもしれない。

「挑戦は悪いことではないですよ。私もフランスに渡ったのは三十過ぎでしたし」

「そうですよ。年齢は関係ないです。片手間で資格取ろうとしてるわけじゃなくて目標を持って頑張っているわけですし」

「わ。名越さんも優しすぎる人だ」

　私の回りにはガツンと言ってくれる人がいない。唯一、母からは婚期遅れるから資格よりも就職して早く落ち着きなさいと言われた。

　自分の考えが甘いか甘くないか、取りあえず挑戦はしてみようと思っている。
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「それでね、名越さんったら色んな雑誌の取材やテレビ番組も拒否しちゃって」

　カフェのバイトを終わらせ、食事を作って食器を洗っていると恵士さんが帰宅した。

　帰宅してさっそく食器を拭いてくれるなんて優しすぎる。

　色々と資格を取りたい話は相談しているので、今日はカフェの様子を話した。

「名越さんは一見穏やかそうだけど頑固で職人気質な人だしね。偶々通りかかった人が美味しいと喜んでくれたら良いと言ってた」

「だからこんな住宅街の小さなカフェにしたんですね。名越さんほど有名な方には、ちょっと狭い店内だとは思ったんです」

　外の席も合わせて十二席とカウンターに八席。もう噂を嗅ぎつけた名越さんのファンが数回押しかけてきている。オープンの明日も混雑が予想されるんだよね。

　ひっそりと好きなお店を持つって、有名人には難しい。

「まあ、でもあのカフェは仕事帰りに行く店じゃない。ミーハーな客はしばらくしたら落ち着くとは思う。俺も休日にあのオープン席で仕事できないのは嫌だしな」

「取材全部断るんじゃなくて、お店のコンセプトとか周知させてくれるしっかりした雑誌には一度、どんなカフェかお知らせしてもらった方が良いと思うんだけど」

　結構念入りに雑誌やテレビの取材元を調べたけれど、どこも流行や話題性に飛びついた人たちばかりで、信用できなさそうではあった。

「それより、華菜美さん」

「はい」

「最近、バイトや通信の勉強で、俺のこと放置しすぎだよ」

　──えっ

　最後の食器を洗うと同時に、キスされてしまった。

「放置してないです！」

「そう？　俺は寂しいけどなあ」

　ソファに座った彼は意地悪な笑みを浮かべて、隣をポンポン叩いている。

　隣に座ると嬉しそうに髪を弄りだした。

「確かに昨日は勉強したまま眠ってしまったし、朝早くからカフェに手伝いに行ったけど」

「でしょ。俺は寝顔しか見れなかったし、朝起きたら美味しいご飯しかなかった」

　にやにやと私の様子を伺ってくる。

　でもお仕事が忙しそうだなって私だって遠慮していた部分もある。

「あ、明日は十時からオープンなんで、九時には仕込みに行かないとです」

「そう。無理はできないか。残念だ。俺は休みだよ」

　そう言いつつも私の髪を弄る指は止める気配がない。

「ずっとフルーツ切ってたから、手から甘い香りが消えないし」

「そうなの？」

　指を掬うように捕まえられると、ぱくりと咥えられた。

　挑発的に私の指を咥えた後、確かにほんのり甘いかもと、妖艶に笑われる。

　そんな風に刺激されたら、身体がもうじわりと熱くなってしまう。

　指先に落とされた口付けが、甘い夜の合図だった。

「ネクタイのほどき方、分かる？」

「それぐらいもちろんです」

　大雑把な陸の、下手くそなネクタイを何度やり直してあげたことか。

「ふうん。面白くないな」

　ひやりとした。私が考えていること見透かされている気分。

「早く解いてよ」

「分かりましたっ」

　ベストも脱いでいないので、ネクタイを引っ張って片手で押さえる。

　何気ない行動のつもりなのだけど、見つめられすぎると緊張してしまう。

「俺さ」

　解くのに集中しているので話しかけられると手が震えてしまう。それを分かってて、彼はきっと意地悪してるのだと思う。

「君の眼鏡を外すの結構好きだったから、コンタクトも可愛いけど寂しいんだよね」

　そういえばカラコンに慣れようと家でも眼鏡することが少なくなったな。

「俺の前ではもう少し肩の力抜いていいからさ」

　そんな言い方ずるいな。

　私は恵士さんに甘やかされないと満たされない身体になっていく。

　口付けが深くなっていくのも嫌いではないし、抱き締められるのも好き。

　でも私から求めるのは、まだ恥ずかしいし、手が震える。もしかしたら仕掛けたことはないかもしれない。キスぐらいかな。

　甘い雰囲気になると、身体も思考も蕩けて、いつもの自分じゃないみたいで羞恥心で暴れたくなってしまう。

　もう少し大人な恋愛を彼は求めているのかもしれないのに、私がいつまでも逃げ腰なのも申し訳ない。

　大きく息を吸い込んで、余裕を見せるために微笑んでみた。

　ただのはったりだとばれているのか、彼も口元がほころんでいる。

　ベストを脱がすと大人しく腕を広げてくれたけど、シャツのボタンを外すのは難しくて何度も失敗してしまった。

「焦らすのが上手いな」

「も、もちろんですよ」

　焦らしているつもりはなくて、気持ちは急いでいるのだけれど、もう恥ずかしさと緊張で頭が爆発してしまいそう。

　いっそシャツを破いてしまいたい衝動に駆り立てられる。

「時間切れだよ、華菜美さん」

「いや、もう少し──」

　ボタンを外していた手を掴まれ、キスをしながら押し倒された。

　ああ。恵士さんの匂いが鼻を掠める。

　本人には言っていないけど、彼の匂いも体温も、私には甘い媚薬のように嗅いだだけで酔ってしまう。

　角度を変えて口付けしていくと、舌を絡められ彼に支配されていく。

　私のワンピースを簡単に脱がすと、わざと音を立てて床に落とす。

　下着をずらされ、胸の先端を刺激した後、甘噛みされてしまった。

「ふぁっ」

　口を押さえても鼻から溢れてしまう嬌声。

　でも私が声を我慢していると、彼の愛撫が激しくなるのを私も覚えてしまう。

　わざと声を我慢して、彼の愛撫を求めているなんて、きっと彼は気付いていないと思う。

　指先で摘まんだり、押しつぶしたり、優しく包み込まれるように揉まれると、背中が大きくしなって彼に抱きついてしまう。

　自分から胸を押し付けて、強請っているような仕草に、彼も嬉しそうで更に指先は意地悪に焦らすように刺激を与えてくる。

　彼の舌が首筋を這い、そのまま胸までおりてきて、お腹の柔らかい肌を何度も啄む。

「あっ、んっ」

　優しく吸うだけなのに、次の日にお腹に花弁のようにキスマークが残るのが、恥ずかしいけど好き。誰にも見られない部分に、彼との甘い夜の名残が烙印されている。

　太ももを掴むと付け根は少しだけ強く吸われる。体中に自分の印を刻むように口付けされ、私も嬉しくて自分から足を開いてしまっていた。

　ようやく彼がシャツを脱ぐとはだけた胸元が見えて、その色香に理性が完全になくなっていく。

　ベッドと彼の胸元に挟まれて、彼の熱を受け入れるのに身体が喜んでいる。

　早く欲しいと、自分から背中に抱きついて乱れてしまうんだ。

「……恵士さん」

「どうしたの？」

　シャツを乱暴に放り投げた後、甘やかすように顔を覗き込まれ、泣きそうになりながらシーツで顔を隠してしまった。

「その、いつになったら私は恥ずかしがらず、余裕を持てるんですかね」

「なにそれ」

「いっつも恵士さんは余裕だけと、私なんて恥ずかしくて緊張してて、その恵士さんは足りてるのかなって」

　私だけ満たされてないか、心配になる。

　いつも恵士さんは私が喜ぶことばかりしてくれるんだもの。

「はは。なになに、なんでそんな可愛いこと言うの」

　よいしょっと起き上がらせてくれた後、強く抱き締めてくれた。

「俺は満たされてるよ。俺の指先一つで真っ赤になって感じて、乱れてくれるの、本当に嬉しいし愛しいなって思ってる」

「でも、全然頭真っ白になるし」

「俺も好きな人の前ではいっつもそうだけどね」

　嘘──。

　そんな風に見えないぐらい私の身体を大事にしてくれているのに。

「本当だよ」

　また心が見透かされた。

　抱き締められ、私から深く口付けると彼が後ろのホックを外して、背中を優しく撫でてくれる。そんな優しい指先さえ、私は嬉しくて身体も喜んでいる。

「大好きだから、キスだけで嬉しいし。でもそれだけじゃ足りないから、抱いてるんだよ」

　下半身に伸びた彼の指が、下着をずらして指先で中を刺激してくる。

　蜜が溢れ、彼の指を伝って、ソファを濡らしていく。

「はは。いっつも食いちぎられそう」

　胸元を舐められ、腰がとろけると彼が支えてくれるけれど、指が更に奥へ挿入されてしまった。

「んんっ」

「力抜いて」

　首筋や胸に吸い付き身体の強張りを和らげてくれながら、指は濡れた中に挿入され刺激していく。指が中を擦るのが気持ちよすぎて、視界が滲んでいくと、彼は嬉しそうに微笑む。

「蕩けてきてるよ、華菜美さん」

　可愛いねと目元を優しく拭われる。

　理性なんてなく求め合う中で、私をお姫様のように大事にしてくれる指先が愛しくて堪らなくなる。胸が苦しくて、彼が大好きで爆発してしまいそうになる。

「恵士さん」

　恵士さんの指で翻弄されるのは嫌ではないけれど、私はもう熱く甘い痛みを知ってしまっている。恵士さん自身が欲しい。指では足りない。

　言葉で伝えると恥ずかしいので、彼の手を頬まで持ってきて頬ずりした。

「可愛いおねだりだね」

　分かってくれたのか、彼が私の足を掴んで片足を曲げた。

　求めていた熱ではないが、代わりに彼の舌が入ってくる。

「ひゃ、っ」

　わざと唾液を含ませて、大きく水音を立てながら内襞を押しつぶすように刺激を与えてくる。彼に触れられ既に指で刺激されていた中は、十分に濡れていてとろりと蜜が溢れている。ぴちゃぴちゃと音を立てられ、花芯を舌先で転がされ必死で彼の髪を掴んで引き離そうとしてしまった。

　でも引き離そうとしていたはずが、いつのまにかしがみついている。

「意地悪、ですっ」

　優しい愛撫だけで快楽を与えられ続けるのは、今はとても意地悪だ。

　ずっと体の奥を痙攣させ、蜜が溢れているのを気付いているくせに。

「ごめんね」

　舌を抜かれ、頭を撫でられもう一度、指が挿入された。

　中の蕩けぐらいを確認するような動きに、つま先がシーツに食い込んでしまう。

　十分に蕩けて濡れた中から指が抜かれ、彼が私の腰を掴むと、ゆっくりと滾った熱棒の上へ座らされた。

　両足を持ち上げられ、自分の体重で杭のように身体の中心へ熱が挿入される。

「ふあ、っんんっ」

　身体を真っ二つにされそうなぐらい熱さと堅さで、体中を支配されていく。

　少し持ち上げられ、落とされる度に、身体の奥へ固く熱い刺激が押し寄せてきて頭が真っ白になっていく。片足に引っかかっていたショーツも段々と激しく穿たれると床へ落ちていった。

「や、っぁっ」

　肌がぶつかり合う度に、上下に激しくピストンされて中が刺激で痙攣していく。

　甘い痛みが、奥深くへ到達するにつれ快感へと変わっていく。

　足を彼が抱えているので、腰をよじっても身体を浮かせようとしても、逃がさないと言わんばかりに、持ち上げられ深く貫かれる。

「だ、もうっ、もう」

　身体の奥で快感が弾けようとした瞬間、彼が私を引き寄せて唇に甘く口付けた。

「────っんん」

　声に出すこともできない、身体の奥の快楽が背中を大きくしならせ、思考を全て奪った。

　彼の熱が身体の奥で爆ぜ、放たれるのを感じながら、私は彼も荒い息を吐きながら絶頂を迎えていた。

　ずるりと熱が身体の奥から抜けても、私の腰が痙攣しているので、落ち着くまでずっと抱き締めてくれた。

「あ、明日っ絶対に立ち仕事きつい」

「可哀想に。腰を支えに行こうかな」

　そんな軽口を叩く彼の頬を抓りながら、今度は私から首筋に甘く吸い付いて、お仕置きしてあげた。

「確かに無理させられないからね」

　彼がよしよしと頭を撫でてくれた。

「シャワーを浴びてくるよ」

　名残惜し気に手が離れると、私も寂しくなった。

　明日が忙しいのと早いのは本当だし、最近仕事は覚えることもやることも多い。

　けど──。

　気付けば私は彼の背中を抱き締めてしまっていた。

「確かに最近私も寂しかったかも、です」

　私も離れたくなくなっちゃった。

「じゃあ抱き締めて寝ようかな」

　彼がやんわりブレーキをかけてくれた。

　もちろん私のことを気遣ってそう言ってくれたんだと思う。

　今はその優しさも胸を甘く締め付けてしまう。

「や、優しくしてくれるなら朝までずっとその、」

　上手く自分から誘う言葉を考えても思い浮かばなくて、焦ってしまう。

「はは。耳まで真っ赤」

　最後まで言わなくても彼は分かってくれたようで、後ろから抱き締めた手を掴むと振り返って深い口づけをくれた。




　シャワーの音を聞きながら、湯気で視界をぼかしながら互いの身体を抱き締めていた。

「これって痛い？」

　背中を壁にゆっくり押し付けられ片足を曲げられたが、痛みはなかったので首を振る。

　すると口づけしながら、彼のシャワーで濡れた指が私の下半身へ伸びていく。

　焦らすように触れられながら、胸の愛撫に甘い声が漏れてしまった。

　下半身を焦らす指先とダイレクトに胸に刺激を与えてくるので、体の芯からじわっと蜜が溢れてくる。

　先ほど彼を受け入れて彼の熱でほぐされた体の奥は、もう彼を求めて熱がくすぶっている。

　彼を受け止めようと首に抱き着こうとして、するりと屈んでいた彼が上半身を起こす。

「やっぱ背中赤くなりそうなんだよね」

　くるりと向きを変えられ、私は壁に手をついて後ろから彼に抱き締められる。

　その体勢でゆっくりと火傷しそうなほど熱い熱が、後ろから挿入された。

　私の身体を労わってゆっくりとゆっくりと侵入してきたが、身体が甘く痺れてくる。

　体中に広がっていくような快感に、ぞくぞくと体を揺らしてると意地悪するように挿入が止まった。

　奥ではなく緩やかな刺激を何度も何度も与えられ、足が震えていく。

「ふぁっ」

　声が漏れてしまう。

　濡れた壁は上手く掴めなくてずるずると動いてしまって、自分で快楽を逃すこともできず、けれど先ほどの激しい快感を味わっているので期待してしまい、自分の身体なのに上手くコントロールできない。

　色々と思考を巡らせていると、緩い刺激が急に奥まで入ってきた。

「ひゃ、ぁあっ」

　指先に力を込めてもずるりと滑る。

「も、無理。この体制、無理、ですっ」

　もらうだけの快感で自分だけ酔ってしまうのは嫌だ。

　今、彼がどんな表情をしているのか見たい。

「泣かないで。意地悪ごめんね」

　ふわりと体を抱かれ、そのままバスタブの縁に座って私を抱き締めてくれた。

「やっぱ目を見て、こんな風に正面からが良い、です」

「そうだね。俺も可愛い顔が見える方が嬉しいかも」

　正面を向いて、仕切り直すように甘い口づけを交わす。

　何度も何度も口づけをし、彼の背中を抱き締めた。

　彼が私の腰を掴んで、下からの快感で刺激された。

「ふぁっんんんっ」

「大丈夫？」

　心配げに私の顔を見る彼の額から、艶やかに汗が滴り落ちていく。

「うん。好きだから、大丈夫」

　ぐちゅんと、繋がった部分から水音が聞こえてきて恥ずかしいけれど、止めないでほしい。

「好きなのは、これ？」

　下から穿たれ、身体の奥がきゅんと締め付けられた。

　確かに彼から与えられる甘い刺激は好き。

「ううん。貴方、です」

　貴方だからこそ、この刺激が甘く感じられ、この快感が体中を痺れさせる。

　貴方に与えられる全てが、この時間では愛おしくてたまらない。

「好きです。好き」

「俺も。可愛いくて、どうにかなってしまいそうだ」

　背中をあやすように撫でられた後、私からキスした。

　私から抱き着いたり、キスすると本当に嬉しそうにしてくれるから、恥ずかしいので何度もしてしまう。

　甘い刺激がだんだんと激しくなっていき、目の前がチカチカしていく。

　快感に飲まれそうになった瞬間、彼の指と私の指を絡めて強く握られた。

「あぁああっ」

　奥に放たれた熱を感じつつ、私の身体の奥も大きく痙攣した。

　何度も何度も体を震わせながら多幸感に包まれていた。

　強く抱き締められたので、私からももう一度抱き締めた。







エピローグ








　フルーツカフェのオープンから一ヶ月。

　毎日道路まで並んでいた行列が、やっと今日は数人に落ち着いた。

　頑固なオーナーが店内の写真をＳＮＳに投稿するのを禁止にし、一日どのメニューも２０食までにしたおかげか、話題性狙いや新しい物好きのお客様は遠のきコアなファンしか残っていない。

　食材は高級品しかないし妥協もしていないので、頻繁に食べに行くには高価なお値段かもしれないしね。

　フードもフルーツ系のジュースも、本当にお世辞抜きで美味しいので、お客様を厳選するのは正直勿体ない。でもオーナーも奥さんも目が回るような忙しさを求めているのではなく、のんびり楽しみたいのだから仕方ない。

　この忙しさは予想外で、田舎でやれば良かったと弱音を吐いていたぐらいだから、落ち着いてくれて良かったと思うことにする。

　偶にオーナーの古くからの友人も訪ねてくる。オーナーが奥の席へ連れて行きとても砕けた口調で話しているかと思えば、よれよれの服を着た人を丁寧にお持てなしして昔話に花を咲かせていたりするので楽しそうだ。

　カウンターに並べられたフルーツウォーターサーバーや窓際のカウンター席の金魚鉢の中のビー玉が、日差しを浴びて輝いているのを見ると、心が癒やされる。どんなに忙しくてもこの空間が大好きだから、苦ではない。

　仕事の後は、恵士さんが帰宅するまで通信講座でお勉強。目指すは一発で資格合格なので、第一試験の筆記は念入りに勉強している。

　学生時代に勉強が苦ではないタイプで本当に良かったと思っている。

　それどころか猫のシャーペンとか可愛いノートを使って、勉強の空間さえも楽しんでいる。

　勉強中は彼のリクエストに応えて眼鏡をかけたりしてね。




「ただいまー」

　恵士さんが帰ってくると、いつも玄関に迎えに行こうとするのに、間に合わなくて彼が二階に上がってくる辺りで抱きついてしまう。

　いつか足音を先に察知して、玄関に迎えに行きたいと思っている。

「おかえりなさい」

　螺旋階段の途中で、彼に飛びつくと簡単に抱きかかえられてしまった。

「華菜美さん、ちょっとこっち来て」

「うん」

　一生に階段を下りてソファに座ると、彼は二つほど紙袋をテーブルの上へ置いた。

「なに？」

「俺に爪切りさせて」

「えっ」

　近々ネイルもしてもらおうと伸ばしていた爪を眺めてから、首を傾げて距離を取る。

「今、形を整えるために伸ばしてるの」

「ああ、やっぱり伸ばしてたのか。実はずっと言えなかったんだけど」

　するすると服を脱ぐと、背中を向けてワイシャツを脱いだ。

　露わになった恵士さんの背中には、赤い線が数カ所走っている。

「え、えええっ」

「シャワー浴びる度に染みると照れるし悪い気はしないんだけど、整えさせてほしいな」

「ごめんなさい。もちろんです」

　伸ばし始めたのはここ二週間だけど、恵士さんに抱かれるときはほとんど無我夢中というか、余裕がないから全く気付かなかった。

「でもそっか。恵士さんは結構マメに爪切ってくれてたし」

「ちゃんと見てるのか」

　それはそれで落ち着かないな、と苦笑しているが、私の方は大問題だ。

　でも佐伯さんとかみじん切りした野菜も掴めなさそうな長い爪だったし、取れたら料理に混じりそうなラインストーンをふんだんに使っていた。彼女は抱きついていなかったってこと？

「さあ、観念してこっちにおいで」

「分かりました。恵士さんの背中に抱きつけなくなるのは嫌ですしね」

　ネイルは付け外しが簡単な物がないかショップで聞いてみよう。

　彼の隣に座ったけど、軽々と膝に乗せられ、手を掴まれた。

「目を閉じて」

　そういえば、ちょっと前にこんな風に膝に乗せて私の指先を触っていた。

　あのときも私の爪の伸び方をチェックしていたのかも。

　目を閉じてみても切る気配はないけれど、代わりに紙袋を開く音とリボンを外す衣擦れの音がした。

　そして私の薬指に冷たい何かが差し込まれた。

「恵士さん？」

「ちょっと気が早いというか、急いたかもだけど」

　眼を開けてみると、シンプルなシルバーのリングが光っていた。

「それさ、一回外してみて」

　状況が理解できず、言われたとおりにリングを外すと、内側が虹色に発色している。

「可愛いっ」

「金属アレルギーの人向けのジルコニウム素材の指輪らしいんだけど、華菜美さんの好きなフルーツ色でしょ？」

「確かに！　フルーツみたいに可愛い」

　もう一度薬指にはめてもらうと、リングの縁が虹色に輝いている。

「嬉しい。ありがとうございます」

「本当は婚約指輪を見に行ったんだけど、華菜美さんに似合うなって衝動買いしちゃったよ」

「驚きました。爪を切る覚悟だったのに」

　天井の照明にかざして見るとキラキラ輝いていて宝石が詰まっているみたい。

　感動して抱き着こうとしたら、彼は口元に拳を当てながら耳を真っ赤にし、笑うのを堪えている。

「ふっ。爪の跡……。背中を抱き締められないのは嫌だって。ふふっ」

「なっなんですか！　結局爪の跡はどうしたらいいんですか」

　背中を傷つけているのは本当なのに。

「ああ。これは本当に偶にだし。爪を立てるんじゃなくて普段は指の腹でしがみついてるだけだから」

「もお！」

「あはは。気になるなら指を丸めてもいいけど、どうせ夢中になったらそんなこと気にならないでしょ。いつも通りで良いよ」

「意地悪すぎる」

　でも指輪が嬉しくて怒りは全く沸いてこない。

　キラキラで可愛い。

「指輪のサイスを計りたかっただけなんだよ」

　プロポーズ。

　恋人になれたことで舞い上がるぐらい幸せな今、それは私には勿体ない。一度にこんなに幸せな状態が来るのは、恵まれすぎている。

「待つよ。カフェも落ち着いて資格も取れて、地盤が安定したぐらいに、ちゃんとプロポーズするから、華菜美さんも心の準備はしといてね」

　振り回される。

　でも私のことをこんなに幸せにしてくれるのは彼だけだ。

「もちろんです。今度は騙されないので」

　可愛げない言葉で照れ隠ししてしまっても、彼も嬉しそうに笑うので、それで今はいい。

　私たちはこれから時間をかけてもっと愛を育てていこう。

　でも悔しいので、力一杯抱き締めた。





終









あとがき








　濃蜜ラブルージュ様より二冊目の作品を書かせていただきました。篠原です。読んでいただけて本当に緊張しますが、嬉しく思います。ありがとうございます。

　あとがきは何を書けばいいのか本当に苦手なので簡単にですが、今回は悪役令嬢ポジションになってしまいそうになっていた女性をヒロインにしたくて書かせていただきました。

　人が集まっている中で婚約破棄を言い渡されるヒロインを、その場をひっくり返すような驚きと幸せを見せつける登場と去り際は頑張って書きました。まだまだ未熟ですが、少しでも読んで面白かったと思ってもらえると嬉しいですし、そう思っていただけるように精進したいと思っています。

　読んで下さった皆様、素敵なイラストを描いて下さったイラストレーター様、そしてご迷惑ばかりかけましたがいつも優しく頼りになる担当様、全ての方に感謝いたします。

　また次の作品が書けるよう頑張ります。その作品で出会えますように。
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